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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　方法であって、
　伝送側デバイスに通信可能に結合された近接センサによって、物体が前記伝送側デバイ
スに近接しているかどうかを感知することと、
　前記送信側デバイスまたはその一部がヒト身体の一部に近接しているかどうかを決定す
ることであって、少なくとも、
　　前記送信側デバイスまたはその一部が前記送信側デバイスに通信可能に結合されてい
る画像感知システムの視野内にあるかどうかを決定することと、
　　前記画像感知システムによって捕捉されるデータを分析することにより、部分的また
は全体的に、前記送信側デバイスまたは前記その一部が前記画像感知システムの前記視野
内にあるかどうかを決定することの結果に基づいて、前記伝送側デバイスまたは前記その
一部が前記ヒト身体の前記一部に近接しているかどうかを決定することと
　　によって行われる、ことと、
　部分的または全体的に、前記伝送側デバイスまたは前記その一部が前記ヒト身体の前記
一部に近接しているかどうかを決定することの結果に基づいて、前記伝送側デバイスに動
作可能に結合されたアンテナの伝送側出力電力を閾値出力電力以下であるように調節する
ことと
　を含む、方法。
【請求項２】
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　方法であって、
　伝送側デバイスに通信可能に結合された近接センサによって、前記伝送側デバイスに近
接した物体を感知することと、
　前記伝送側デバイスに動作可能に結合されたアンテナの送信機出力電力が閾値出力電力
より大きいかどうかを決定することと、
　前記伝送側デバイスに通信可能に結合されでいる画像感知システムから画像データを取
得することと、
　前記送信側デバイスがヒト身体の一部に近接しているかどうかを決定することであって
、少なくとも、
　　前記送信側デバイスまたはその一部が前記画像感知システムの視野内にあるかどうか
を決定することと、
　　前記画像感知システムによって捕捉されるデータを分析することにより、部分的また
は全体的に、前記送信側デバイスまたは前記その一部が前記画像感知システムの前記視野
内にあるかどうかを決定することの結果に基づいて、前記伝送側デバイスまたは前記その
一部が前記ヒト身体の前記一部に近接しているかどうかを決定することと
　　によって行われる、ことと、
　少なくとも部分的に、前記伝送側デバイスが前記ヒト身体の前記一部に近接しているか
どうかを決定することの結果に基づいて、前記送信機出力電力を前記閾値出力電力以下で
あるように調節することと
　を含む、方法。
【請求項３】
　前記アンテナが前記送信機出力電力を伝送するように構成されているかどうかを決定す
ることをさらに含む、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記近接センサが前記伝送側デバイスに近接した前記物体を感知しない場合、前記アン
テナの前記送信機出力電力を調節しないことをさらに含む、請求項２に記載の方法。
【請求項５】
　前記アンテナの前記送信機出力電力が前記閾値出力電力より大きくないことが決定され
た場合、ヒト身体近接フラグが設定されているかどうかを決定することをさらに含む、請
求項２に記載の方法。

【請求項６】
　前記ヒト身体近接フラグが設定されていることが決定された場合、前記方法の実施を所
定の時間量遅らせることをさらに含む、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記ヒト身体近接フラグが設定されていないことが決定された場合、前記アンテナの前
記送信機出力電力を調節しないことをさらに含む、請求項５に記載の方法。
【請求項８】
　前記画像データが取得された後、ヒト身体近接フラグをクリアすることをさらに含む、
請求項２に記載の方法。
【請求項９】
　前記伝送側デバイスが前記ヒト身体の前記一部に近接しているかどうかを決定すること
が確認されることをさらに含む、請求項２に記載の方法。
【請求項１０】
　前記伝送側デバイスが前記カメラのＦＯＶ内にないことが確認されることができない場
合、ヒト身体近接フラグを設定することをさらに含む、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記伝送側デバイスが前記ヒト身体の前記一部に近接していないことが決定された場合
、前記アンテナの前記送信機出力電力を調節しないことをさらに含む、請求項２に記載の
方法。
【請求項１２】
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　前記伝送側デバイスが前記ヒト身体の前記一部に近接していることが決定された場合、
または、前記伝送側デバイスが前記ヒト身体の前記一部に近接しているかどうかが決定さ
れることができない場合、ヒト身体近接フラグを設定することをさらに含む、請求項２に
記載の方法。
【請求項１３】
　前記近接センサは、光学センサ、容量タッチセンサ、または機械的ボタンセンサを備え
る、請求項２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記アンテナは、前記伝送側デバイスの内部または外部にある、請求項２に記載の方法
。
【請求項１５】
　前記アンテナは、無線周波数（ＲＦ）信号を伝送するように構成されている、請求項２
に記載の方法。
【請求項１６】
　前記画像感知システムは、ユーザデバイスに動作可能に結合されている、請求項２に記
載の方法。
【請求項１７】
　前記ユーザデバイスは、頭部搭載型ディスプレイを備える、請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　システムであって、
　伝送側デバイスと、
　前記伝送側デバイスに動作可能に結合されたアンテナと、
　前記伝送側デバイスに通信可能に結合され、前記伝送側デバイスに近接した物体を感知
する近接センサと、
　前記伝送側デバイスに通信可能に結合され、画像データを捕捉する画像感知システムと
、
　プロセッサと
　を備え、
　前記プロセッサは、少なくとも
　前記アンテナの送信機出力電力が閾値出力電力より大きいかどうかを決定することと、
　前記送信側デバイスがヒト身体の一部に近接しているかどうかを決定することであって
、少なくとも、
　　前記送信側デバイスまたはその一部が前記画像感知システムの視野内にあるかどうか
を決定することと、
　　前記画像感知システムによって捕捉されるデータを分析することにより、部分的また
は全体的に、前記送信側デバイスまたは前記その一部が前記画像感知システムの前記視野
内にあるかどうかを決定することの結果に基づいて、前記伝送側デバイスまたは前記その
一部が前記ヒト身体の前記一部に近接しているかどうかを決定することと
　　によって行われる、ことと、
　少なくとも部分的に、前記伝送側デバイスが前記ヒト身体の前記一部に近接しているか
どうかを決定することの結果に基づいて、前記送信機出力電力を前記閾値出力電力以下で
あるように調節することと
　を行うように構成されている、システム。
【請求項１９】
　前記プロセッサは、前記アンテナが前記送信機出力電力を伝送するように構成されてい
るかどうかを決定する、請求項１８に記載のシステム。
【請求項２０】
　前記プロセッサは、前記伝送側デバイスに前記ヒト身体の前記一部に近接していないこ
とが確認された場合、前記アンテナの前記送信機出力電力を調節しない、請求項１８に記
載のシステム。
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【請求項２１】
　前記プロセッサは、前記プロセッサが前記アンテナの前記送信機出力電力が前記閾値出
力電力より大きくないことを決定した場合、ヒト身体近接フラグが設定されているかどう
かを決定する、請求項１８に記載のシステム。
【請求項２２】
　前記プロセッサの実施は、前記プロセッサが前記ヒト身体近接フラグが設定されている
ことを決定した場合、所定の時間量遅らせられる、請求項２１に記載のシステム。
【請求項２３】
　前記プロセッサは、前記プロセッサが前記ヒト身体近接フラグが設定されていないこと
を決定した場合、前記アンテナの前記送信機出力電力を調節しない、請求項２１に記載の
システム。
【請求項２４】
　前記プロセッサは、前記画像データが捕捉された後、ヒト身体近接フラグをクリアする
、請求項１８に記載のシステム。
【請求項２５】
　前記プロセッサは、前記伝送側デバイスが前記ヒト身体の前記一部に近接していること
が確認されることができるかどうかを決定する、請求項１８に記載のシステム。
【請求項２６】
　前記プロセッサは、前記プロセッサが前記伝送側デバイスが前記ヒト身体の前記一部に
近接していないことが確認されることができないことを決定した場合、前記アンテナの前
記送信機出力電力を閾値出力電力以下であるように調節する、請求項２５に記載のシステ
ム。
【請求項２７】
　前記プロセッサは、前記プロセッサが前記伝送側デバイスが前記ヒト身体の前記一部に
近接していないことを決定した場合、前記アンテナの前記送信機出力電力を調節しない、
請求項１８に記載のシステム。
【請求項２８】
　前記プロセッサは、前記プロセッサが前記伝送側デバイスが前記ヒト身体の前記一部に
近接していることを決定した場合、または、前記プロセッサが前記伝送側デバイスが前記
ヒト身体の前記一部に近接していないかどうかを確認することができない場合、ヒト身体
近接フラグを設定する、請求項１８に記載のシステム。
【請求項２９】
　前記近接センサは、光学センサ、容量タッチセンサ、または機械的ボタンセンサを備え
る、請求項１８に記載のシステム。
【請求項３０】
　前記アンテナは、前記伝送側デバイスの内部または外部にある、請求項１８に記載のシ
ステム。
【請求項３１】
　前記アンテナは、無線周波数（ＲＦ）信号を伝送するように構成されている、請求項１
８に記載のシステム。
【請求項３２】
　前記画像感知システムは、ユーザデバイスに動作可能に結合されている、請求項１８に
記載のシステム。
【請求項３３】
　前記ユーザデバイスは、頭部搭載型ディスプレイを備える、請求項３２に記載のシステ
ム。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本開示は、ポータブルデバイスの送信機アンテナのヒト身体への近接を決定することに
関する。特に、比吸収率（ＳＡＲ）要件を満たすために送信機出力電力（ＰＴＸ）を限定
するために、ポータブルデバイスの送信機アンテナのヒト身体への近接を決定することに
関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般大衆によって使用されるポータブルデバイスは、規制比吸収率（ＳＡＲ）コンプラ
イアンス要件（例えば、連邦通信委員会（ＦＣＣ）第１５章－無線周波数（ＲＦ）ばく露
要件参照）を満たす必要がある。ポータブルデバイスから（特に、デバイスのＲＦ送信機
アンテナから）のＲＦエネルギーへのユーザのばく露を規制閾値下に限定する必要性は、
あるユースケースにおいて、送信機電力を最大送信機電力（ＰＭＡＸ）を下回るレベル（
ＰＳＡＲＭＡＸ）に限定する必要性を余儀なくさせ得る。ポータブルデバイスが他のユー
スケースシナリオにおけるよりヒト身体に近くあり得る間、デバイスからのユーザへのＲ
Ｆばく露は、デバイスの送信機がその最大送信機電力で動作することを可能にする場合、
規制ＳＡＲばく露限界を超え得る。
【０００３】
　他方では、デバイスがヒト身体に近くない、またはデバイスがコンプライアンス限界よ
り大きいＳＡＲばく露を生じさせないように動作させられている状況において、デバイス
の送信機電力を不必要に削減することは、低減した無線リンク性能およびネットワーク範
囲（例えば、セルラーネットワーク、無線ローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）ネッ
トワーク内等）をもたらすであろう。したがって、ＲＦデバイスの近接したヒトとの関係
を決定し、ＳＡＲ要件内の最大許容可能送信機電力を決定するための改良された設計の必
要がある。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本開示は、ポータブルデバイスのヒト身体への近接に従って、ＳＡＲ要件を満たすよう
に送信機出力電力（ＰＴＸ）を調節するための方法、システム、および装置に関する。１
つ以上の実施形態では、ＰＴＸを調節する方法は、伝送側デバイスに通信可能に結合され
た近接センサによって、物体が伝送側デバイスに近接しているかどうかを感知することを
含む。方法は、近接センサが、物体が伝送側デバイスに近接していることを感知した場合
、カメラからの画像を分析し、伝送側デバイスがヒト身体の一部に近接しているかどうか
を決定することをさらに含む。さらに、方法は、伝送側デバイスがヒト身体の一部に近接
していることが決定された場合、または伝送側デバイスがヒト身体の一部に近接している
かどうかが決定されることができない場合、伝送側デバイスに動作可能に結合されたアン
テナのＰＴＸをＳＡＲ閾値出力電力（ＰＳＡＲＭＡＸ）以下であるように調節することを
含む。
【０００５】
　１つ以上の実施形態では、方法は、伝送側デバイスに通信可能に結合された近接センサ
によって、物体が伝送側デバイスに近接していることを感知することをさらに含む。方法
は、近接センサが、物体が伝送側デバイスに近接していることを感知した場合、伝送側デ
バイスに動作可能に結合されたアンテナのＰＴＸがＳＡＲ閾値出力電力（ＰＳＡＲＭＡＸ

）より大きいかどうかを決定することも含む。加えて、方法は、カメラからの画像を取得
することを含む。加えて、方法は、アンテナのＰＴＸがＰＳＡＲＭＡＸより大きいことが
決定された場合、画像を分析し、伝送側デバイスがヒト身体の一部に近接しているかどう
かを決定することを含む。さらに、方法は、伝送側デバイスがヒト身体の一部に近接して
いることが決定された場合、または伝送側デバイスがヒト身体の一部に近接しているかど
うかが決定されることができない場合、アンテナのＰＴＸをＰＳＡＲＭＡＸ以下であるよ
うに調節することを含む。
【０００６】
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　少なくとも一実施形態では、方法は、アンテナが伝送中であるかどうかを決定すること
をさらに含む。
【０００７】
　少なくとも一実施形態では、方法は、近接センサが、物体が伝送側デバイスに近接して
いることを感知しない場合、アンテナのＰＴＸを調節しないことをさらに含む。
【０００８】
　１つ以上の実施形態では、方法は、アンテナのＰＴＸがＰＳＡＲＭＡＸより大きくない
ことが決定された場合、ヒト身体近接フラグが設定されているかどうかを決定することを
さらに含む。
【０００９】
　少なくとも一実施形態では、方法は、ヒト身体近接フラグが設定されていることが決定
された場合、方法の実施を所定の時間量遅らせることをさらに含む。
【００１０】
　１つ以上の実施形態では、方法は、ヒト身体近接フラグが設定されていないことが決定
された場合、アンテナのＰＴＸを調節しないことをさらに含む。
【００１１】
　少なくとも一実施形態では、方法は、画像の取得後、ヒト身体近接フラグをクリアする
ことをさらに含む。
【００１２】
　少なくとも一実施形態では、方法は、画像を分析することによって、伝送側デバイスが
カメラの視野（ＦＯＶ）内にあるかどうかを決定することをさらに含む。
【００１３】
　１つ以上の実施形態では、方法は、伝送側デバイスがカメラのＦＯＶ内にないことが決
定された場合、アンテナのＰＴＸをＰＳＡＲＭＡＸ以下であるように調節することをさら
に含む。
【００１４】
　少なくとも一実施形態では、方法は、伝送側デバイスがヒト身体の一部に近接していな
いことが決定された場合、アンテナのＰＴＸを調節しないことをさらに含む。
【００１５】
　１つ以上の実施形態では、方法は、伝送側デバイスがヒト身体の一部に近接しているこ
とが決定された場合、または伝送側デバイスがヒト身体の一部に近接しているかどうかが
決定されることができない場合、ヒト身体近接フラグを設定することをさらに含む。
【００１６】
　少なくとも一実施形態では、近接センサは、光学センサ、容量タッチセンサ、または機
械的ボタンセンサである。
【００１７】
　１つ以上の実施形態では、アンテナは、伝送側デバイスの内部または外部にある。
【００１８】
　少なくとも一実施形態では、アンテナは、無線周波数（ＲＦ）信号を伝送している。
【００１９】
　１つ以上の実施形態では、カメラは、ユーザデバイスに動作可能に結合される。
【００２０】
　少なくとも一実施形態では、ユーザデバイスは、頭部搭載型ディスプレイである。
【００２１】
　１つ以上の実施形態では、送信機出力電力（ＰＴＸ）を調節するためのシステムは、伝
送側デバイスを備えている。システムは、伝送側デバイスに動作可能に結合されたアンテ
ナをさらに備えている。システムは、伝送側デバイスに通信可能に結合され、物体が伝送
側デバイスに近接していることを感知する近接センサも備えている。加えて、システムは
、画像を取得するためのカメラを備えている。さらに、システムは、（１）近接センサが
、物体が伝送側デバイスに近接していることを感知した場合、アンテナのＰＴＸがＳＡＲ
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閾値出力電力（ＰＳＡＲＭＡＸ）より大きいかどうかを決定し、（２）アンテナのＰＴＸ

がＰＳＡＲＭＡＸより大きいことが決定された場合、画像を分析し、伝送側デバイスがヒ
ト身体の一部に近接しているかどうかを決定し、（３）伝送側デバイスがヒト身体の一部
に近接していることが決定された場合、または伝送側デバイスがヒト身体の一部に近接し
ているかどうかが決定されることができない場合、アンテナのＰＴＸをＰＳＡＲＭＡＸ以
下であるように調節するためのプロセッサを備えている。
【００２２】
　少なくとも一実施形態では、プロセッサは、アンテナが伝送中であるかどうかを決定す
る。
【００２３】
　少なくとも一実施形態では、プロセッサは、近接センサが、物体が伝送側デバイスに近
接していることを感知しない場合、アンテナのＰＴＸを調節しない。
【００２４】
　１つ以上の実施形態では、プロセッサは、プロセッサがアンテナのＰＴＸがＰＳＡＲＭ

ＡＸより大きくないことを決定した場合、ヒト身体近接フラグが設定されているかどうか
を決定する。
【００２５】
　少なくとも一実施形態では、プロセッサの実施は、プロセッサが、ヒト身体近接フラグ
が設定されていることを決定した場合、所定の時間量遅らせられる。
【００２６】
　１つ以上の実施形態では、プロセッサは、プロセッサが、ヒト身体近接フラグが設定さ
れていないことを決定した場合、アンテナのＰＴＸを調節しない。
【００２７】
　少なくとも一実施形態では、プロセッサは、カメラが画像を取得後、ヒト身体近接フラ
グをクリアする。
【００２８】
　１つ以上の実施形態では、プロセッサは、画像を分析することによって、伝送側デバイ
スがカメラのＦＯＶ内にあるかどうかを決定する。
【００２９】
　少なくとも一実施形態では、プロセッサは、プロセッサが、伝送側デバイスがカメラの
ＦＯＶ内にないことを決定した場合、アンテナのＰＴＸをＰＳＡＲＭＡＸ以下であるよう
に調節する。
【００３０】
　１つ以上の実施形態では、プロセッサは、プロセッサが、伝送側デバイスがヒト身体の
一部に近接していないことを決定した場合、アンテナのＰＴＸを調節しない。
【００３１】
　少なくとも一実施形態では、プロセッサは、プロセッサが、伝送側デバイスがヒト身体
の一部に近接していることを決定した場合、または伝送側デバイスがヒト身体の一部に近
接しているかどうかが決定されることができない場合、ヒト身体近接フラグを設定する。
１つ以上の実施形態では、近接センサは、光学センサ、容量タッチセンサ、または機械的
ボタンセンサである。
【００３２】
　１つ以上の実施形態では、ＲＦ伝送電力の最大レベルを調節する方法は、コンピューテ
ィングデバイスの環境に対するコンピューティングデバイスの少なくとも１つの無線周波
数（ＲＦ）アンテナの１つ以上の条件を監視するように構成された少なくとも１つのセン
サから出力データを取得することと、少なくとも１つのセンサから取得される出力データ
が、少なくとも１つのＲＦアンテナの現在の動作パラメータの下で、１つ以上の物体が１
つ以上の閾値を超えるＲＦエネルギーのレベルにさらされているような様式において、コ
ンピューティングデバイスがコンピューティングデバイスの環境内に位置している１つ以
上の物体に対して位置付けられていることを示すことを決定することと、少なくとも１つ
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のセンサから取得される出力データが、少なくとも１つのＲＦアンテナの現在の動作パラ
メータの下で、１つ以上の物体が１つ以上の閾値を超えるＲＦエネルギーのレベルにさら
されていることを示すことを決定することに応答して、１つ以上の画像を少なくとも１つ
のカメラから取得することと、１つ以上の画像を処理することと、少なくとも１つのカメ
ラから取得される１つ以上の画像を処理することに基づいて、１つ以上の画像が、１つ以
上の物体のうちのどれもが生物学的にヒトではないことを確認する働きをしていないこと
を決定することと、１つ以上の画像が、１つ以上の物体のうちのどれもが生物学的にヒト
ではないことを確認する働きをしていないことを決定することに応答して、少なくとも１
つのアンテナがＲＦ信号を伝送するための電力の最大レベルを調節することとを含む。
【００３３】
　いくつかの実施形態では、少なくとも１つのカメラから取得される１つ以上の画像を処
理することは、１つ以上の画像認識プロセスを実施し、１つ以上の画像に示される特定の
物体を識別することを含む。
【００３４】
　そのような実施形態のうちのいくつかでは、１つ以上の画像が、１つ以上の物体のうち
のどれもが生物学的にヒトではないことを確認する働きをしていないことを決定すること
は、少なくとも１つのカメラから取得される１つ以上の画像を処理することに基づいて、
コンピューティングデバイスが１つ以上の画像において示されていると識別されないこと
を決定することを含む。
【００３５】
　そのような実施形態のうちのいくつかでは、１つ以上の画像が、１つ以上の物体のうち
のどれもが生物学的にヒトではないことを確認する働きをしていないことを決定すること
は、少なくとも１つのカメラから取得される１つ以上の画像を処理することに基づいて、
１つ以上の物体のうちの少なくとも１つがヒト身体またはその一部であると識別されるこ
とを決定することを含む。
【００３６】
　そのような実施形態のうちのいくつかでは、１つ以上の画像が、１つ以上の物体のうち
のどれもが生物学的にヒトではないことを確認する働きをしていないことを決定すること
は、少なくとも１つのカメラから取得される１つ以上の画像を処理することに基づいて、
１つ以上の物体のうちの少なくとも１つが、識別不能であること、または１つ以上の画像
において示されていると識別されないことを決定することを含む。
【００３７】
　いくつかの実施形態では、少なくとも１つのセンサは、少なくとも１つのアンテナとコ
ンピューティングデバイスの環境内に位置している物理的物体との間の距離を監視するよ
うに構成された近接センサである。これらの実施形態のうちのいくつかでは、少なくとも
１つのセンサから取得される出力データが、少なくとも１つのＲＦアンテナの現在の動作
パラメータの下で、１つ以上の物体が１つ以上の閾値を超えるＲＦエネルギーのレベルに
さらされているような様式において、コンピューティングデバイスがコンピューティング
デバイスの環境内に位置している１つ以上の物体に対して位置付けられていることを示す
ことを決定することは、少なくとも１つのセンサから取得される出力データをルックアッ
プテーブルに対して評価することと、評価結果に基づいて、コンピューティングデバイス
が、少なくとも１つのＲＦアンテナの現在の動作パラメータの下で、１つ以上の物体が１
つ以上の閾値を超えるＲＦエネルギーのレベルにさらされているように、１つ以上の物体
に十分に近接して位置付けられていることを決定することとを含む。
【００３８】
　いくつかの実施形態では、少なくとも１つのセンサは、コンピューティングデバイスの
環境に対するコンピューティングデバイスの向きを監視するように構成された向きセンサ
である。
【００３９】
　１つ以上の実施形態では、コンピューティングシステムは、物理的筐体構造と、その少
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なくとも一部が、物理的筐体構造内に含まれるか、またはそれに取り付けられた複数の電
子ハードウェアコンポーネントとを備えている。複数の電子ハードウェアコンポーネント
は、無線周波数（ＲＦ）信号を伝送するための少なくとも１つのアンテナと、物理的筐体
構造の環境に対する少なくとも１つのアンテナの１つ以上の条件を監視するように構成さ
れた少なくとも１つのセンサと、少なくとも１つのカメラと、少なくとも１つのアンテナ
、少なくとも１つのセンサ、および少なくとも１つのカメラに通信可能に結合された少な
くとも１つのプロセッサとを含み得る。少なくとも１つのプロセッサは、出力データを少
なくとも１つのセンサから取得し、少なくとも１つのセンサから取得される出力データが
、少なくとも１つのアンテナの現在の動作パラメータの下で、１つ以上の物体が１つ以上
の閾値を超えるＲＦエネルギーのレベルにさらされているような様式において、物理的筐
体構造が物理的筐体構造の環境内に位置している１つ以上の物体に対して位置付けられて
いることを示すかどうかを決定し、少なくとも１つのセンサから取得される出力データが
、少なくとも１つのアンテナの現在の動作パラメータの下で、１つ以上の物体が１つ以上
の閾値を超えるＲＦエネルギーのレベルにさらされていることを示すことを決定すること
に応答して、１つ以上の画像を少なくとも１つのカメラから取得し、少なくとも１つのカ
メラから取得される１つ以上の画像を処理し、１つ以上の画像が、１つ以上の物体のうち
のどれもが生物学的にヒトではないことを確認する働きをしているかどうかを決定し、１
つ以上の画像が１つ以上の物体のうちのどれもが生物学的にヒトではないことを確認する
働きをしているかどうかを決定することに基づいて、少なくとも１つのアンテナがＲＦ信
号を伝送するための電力の最大レベルを決定し、および、決定された電力の最大レベル以
下の電力のレベルでＲＦ信号を伝送するように少なくとも１つのアンテナを制御するよう
に構成され得る。
【００４０】
　少なくとも一実施形態では、少なくとも１つのプロセッサは、物理的筐体構造内に含ま
れるか、またはそれに取り付けられた複数の電子ハードウェアコンポーネントのうちの一
部に属さない。
【００４１】
　いくつかの実施形態では、少なくとも１つのカメラは、物理的筐体構造内に含まれるか
、またはそれに取り付けられた複数の電子ハードウェアコンポーネントのうちの一部に属
さない。
【００４２】
　これらの実施形態のうちのいくつかでは、少なくとも１つのカメラは、物理的筐体構造
から物理的に場所を移されたユーザデバイス内に含まれるか、またはそれに取り付けられ
ている。これらの実施形態のうちの少なくとも１つでは、ユーザデバイスは、ヘッドセッ
トである。これらの実施形態の別のものでは、ユーザデバイスは、ハンドヘルドコントロ
ーラである。
【００４３】
　これらの実施形態のうちのいくつかでは、少なくとも１つのセンサは、物理的筐体構造
の環境に対して、物理的筐体構造内に含まれるか、またはそれに取り付けられた複数の電
子ハードウェアコンポーネントのうちの一部に属する少なくとも１つのアンテナの１つ以
上の条件を監視するように構成される。
【００４４】
　いくつかの実施形態では、複数の電子ハードウェアコンポーネントは、少なくとも１つ
のプロセッサに通信可能に結合された少なくとも１つのユーザインターフェースコンポー
ネントをさらに備えている。これらの実施形態のうちの少なくとも１つでは、少なくとも
１つのプロセッサは、１つ以上の画像が、１つ以上の物体のうちのどれもが生物学的にヒ
トではないことを確認する働きをしていないことを決定することに応答して、少なくとも
１つのユーザインターフェースコンポーネントを通して出力するための１つ以上のアラー
トを提供するようにさらに構成される。
【００４５】
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　特徴、機能、および利点は、本開示の種々の実施形態では、独立して達成されることが
できるか、または、それらは、さらに他の実施形態では、組み合わせられ得る。
本願明細書は、例えば、以下の項目も提供する。
（項目１）
　送信機出力電力（ＰＴＸ）を調節する方法であって、前記方法は、
　伝送側デバイスに通信可能に結合された近接センサによって、物体が前記伝送側デバイ
スに近接しているかどうかを感知することと、
　前記近接センサが前記伝送側デバイスに前記物体が近接していることを感知した場合、
カメラからの画像を分析し、前記伝送側デバイスがヒト身体の一部に近接しているかどう
かを決定することと、
　前記伝送側デバイスが前記ヒト身体の前記一部に近接していることが決定された場合、
または、前記伝送側デバイスがヒト身体の一部に近接しているかどうかが決定されること
ができない場合、前記伝送側デバイスに動作可能に結合されたアンテナの前記ＰＴＸを比
吸収率（ＳＡＲ）閾値出力電力（ＰＳＡＲＭＡＸ）以下であるように調節することと
　を含む、方法。
（項目２）
　送信機出力電力（ＰＴＸ）を調節する方法であって、前記方法は、
　伝送側デバイスに通信可能に結合された近接センサによって、前記伝送側デバイスに近
接した物体を感知することと、
　前記近接センサが前記伝送側デバイスに近接した前記物体を感知した場合、前記伝送側
デバイスに動作可能に結合されたアンテナの前記ＰＴＸが比吸収率（ＳＡＲ）閾値出力電
力（ＰＳＡＲＭＡＸ）より大きいかどうかを決定することと、
　カメラからの画像を取得することと、
　前記アンテナの前記ＰＴＸが前記ＰＳＡＲＭＡＸより大きいことが決定された場合、前
記画像を分析し、前記伝送側デバイスがヒト身体の一部に近接しているかどうかを決定す
ることと、
　前記伝送側デバイスが前記ヒト身体の前記一部に近接していることが決定された場合、
または、前記伝送側デバイスがヒト身体の一部に近接しているかどうかが決定されること
ができない場合、前記アンテナの前記ＰＴＸをＰＳＡＲＭＡＸ以下であるように調節する
ことと
　を含む、方法。
（項目３）
　前記アンテナが伝送中であるかどうかを決定することをさらに含む、項目２に記載の方
法。
（項目４）
　前記近接センサが前記伝送側デバイスに近接した前記物体を感知しない場合、前記アン
テナの前記ＰＴＸを調節しないことをさらに含む、項目２に記載の方法。
（項目５）
　前記アンテナの前記ＰＴＸが前記ＰＳＡＲＭＡＸより大きくないことが決定された場合
、ヒト身体近接フラグが設定されているかどうかを決定することをさらに含む、項目２に
記載の方法。

（項目６）
　前記ヒト身体近接フラグが設定されていることが決定された場合、前記方法の実施を所
定の時間量遅らせることをさらに含む、項目５に記載の方法。
（項目７）
　前記ヒト身体近接フラグが設定されていないことが決定された場合、前記アンテナのＰ

ＴＸを調節しないことをさらに含む、項目５に記載の方法。
（項目８）
　前記画像の取得後、ヒト身体近接フラグをクリアすることをさらに含む、項目２に記載
の方法。
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（項目９）
　前記画像を分析することによって、前記伝送側デバイスが前記カメラの視野（ＦＯＶ）
内にあるかどうかを決定することをさらに含む、項目２に記載の方法。
（項目１０）
　前記伝送側デバイスが前記カメラのＦＯＶ内にないことが決定された場合、前記アンテ
ナの前記ＰＴＸをＰＳＡＲＭＡＸ以下であるように調節することをさらに含む、項目９に
記載の方法。
（項目１１）
　前記伝送側デバイスが前記ヒト身体の一部に近接していないことが決定された場合、前
記アンテナの前記ＰＴＸを調節しないことをさらに含む、項目２に記載の方法。
（項目１２）
　前記伝送側デバイスが前記ヒト身体の前記一部に近接していることが決定された場合、
または、前記伝送側デバイスがヒト身体の一部に近接しているかどうかが決定されること
ができない場合、ヒト身体近接フラグを設定することをさらに含む、項目２に記載の方法
。
（項目１３）
　前記近接センサは、光学センサ、容量タッチセンサ、または機械的ボタンセンサのうち
の１つである、項目２に記載の方法。
（項目１４）
　前記アンテナは、前記伝送側デバイスの内部または外部のうちの１つにある、項目２に
記載の方法。
（項目１５）
　前記アンテナは、無線周波数（ＲＦ）信号を伝送している、項目２に記載の方法。
（項目１６）
　前記カメラは、ユーザデバイスに動作可能に結合されている、項目２に記載の方法。
（項目１７）
　前記ユーザデバイスは、頭部搭載型ディスプレイである、項目１６に記載の方法。
（項目１８）
　送信機出力電力（ＰＴＸ）を調節するためのシステムであって、前記システムは、
　伝送側デバイスと、
　前記伝送側デバイスに動作可能に結合されたアンテナと、
　前記伝送側デバイスに通信可能に結合され、前記伝送側デバイスに近接した物体を感知
する近接センサと、
　画像を取得するためのカメラと、
　プロセッサと
　を備え、
　前記プロセッサは、
　前記近接センサが前記伝送側デバイスに近接した前記物体を感知した場合、前記アンテ
ナの前記ＰＴＸが比吸収率（ＳＡＲ）閾値出力電力（ＰＳＡＲＭＡＸ）より大きいかどう
かを決定することと、
　前記アンテナのＰＴＸが前記ＰＳＡＲＭＡＸより大きいことが決定された場合、前記画
像を分析し、前記伝送側デバイスがヒト身体の一部に近接しているかどうかを決定するこ
とと、
　前記伝送側デバイスが前記ヒト身体の前記一部に近接していることが決定された場合、
または、前記伝送側デバイスがヒト身体の一部に近接しているかどうかが決定されること
ができない場合、前記アンテナの前記ＰＴＸをＰＳＡＲＭＡＸ以下であるように調節する
ことと
　を行う、システム。
（項目１９）
　前記プロセッサは、前記アンテナが伝送中であるかどうかを決定する、項目１８に記載
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のシステム。
（項目２０）
　前記プロセッサは、前記近接センサが前記伝送側デバイスに近接した前記物体を感知し
ない場合、前記アンテナの前記ＰＴＸを調節しない、項目１８に記載のシステム。
（項目２１）
　前記プロセッサは、前記プロセッサが前記アンテナの前記ＰＴＸが前記ＰＳＡＲＭＡＸ

より大きくないことを決定した場合、ヒト身体近接フラグが設定されているかどうかを決
定する、
項目１８に記載のシステム。
（項目２２）
　前記プロセッサの実施は、前記プロセッサが前記ヒト身体近接フラグが設定されている
ことを決定した場合、所定の時間量遅らせられる、項目２１に記載のシステム。
（項目２３）
　前記プロセッサは、前記プロセッサが前記ヒト身体近接フラグが設定されていないこと
を決定した場合、前記アンテナの前記ＰＴＸを調節しない、項目２１に記載のシステム。
（項目２４）
　前記プロセッサは、前記カメラが前記画像を取得後、ヒト身体近接フラグをクリアする
、項目１８に記載のシステム。
（項目２５）
　前記プロセッサは、前記画像を分析することによって、前記伝送側デバイスが前記カメ
ラの視野（ＦＯＶ）内にあるかどうかを決定する、項目１８に記載のシステム。
（項目２６）
　前記プロセッサは、前記プロセッサが前記伝送側デバイスが前記カメラのＦＯＶ内にな
いことを決定した場合、前記アンテナの前記ＰＴＸをＰＳＡＲＭＡＸ以下であるように調
節する、項目２５に記載のシステム。
（項目２７）
　前記プロセッサは、前記プロセッサが前記伝送側デバイスが前記ヒト身体の前記一部に
近接していないことを決定した場合、前記アンテナの前記ＰＴＸを調節しない、項目１８
に記載のシステム。
（項目２８）
　前記プロセッサは、前記プロセッサが前記伝送側デバイスが前記ヒト身体の前記一部に
近接していることを決定した場合、または、前記伝送側デバイスがヒト身体の一部に近接
しているかどうかが決定されることができない場合、ヒト身体近接フラグを設定する、項
目１８に記載のシステム。
（項目２９）
　前記近接センサは、光学センサ、容量タッチセンサ、または機械的ボタンセンサのうち
の１つである、項目１８に記載のシステム。
（項目３０）
　前記アンテナは、前記伝送側デバイスの内部または外部のうちの１つにある、項目１８
に記載のシステム。
（項目３１）
　前記アンテナは、無線周波数（ＲＦ）信号を伝送している、項目１８に記載のシステム
。
（項目３２）
　前記カメラは、ユーザデバイスに動作可能に結合されている、項目１８に記載のシステ
ム。
（項目３３）
　前記ユーザデバイスは、頭部搭載型ディスプレイである、項目３２に記載のシステム。
（項目３４）
　コンピュータ実装方法であって、前記方法は、
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　少なくとも１つのセンサから出力データを取得することであって、前記少なくとも１つ
のセンサは、コンピューティングデバイスの環境に関して前記コンピューティングデバイ
スの少なくとも１つの無線周波数（ＲＦ）アンテナの１つ以上の条件を監視するように構
成されている、ことと、
　前記少なくとも１つのＲＦアンテナの現在の動作パラメータの下で、１つ以上の物体が
１つ以上の閾値を超えるＲＦエネルギーのレベルにさらされているような様式において、
前記コンピューティングデバイスが前記コンピューティングデバイスの前記環境内に位置
している前記１つ以上の物体に対して位置付けられていることを前記少なくとも１つのセ
ンサから取得される出力データが示すことを決定することと、
　前前記少なくとも１つのＲＦアンテナの現在の動作パラメータの下で、前記１つ以上の
物体が１つ以上の閾値を超えるＲＦエネルギーのレベルにさらされていることを前記少な
くとも１つのセンサから取得される前記出力データが示すことを決定することに応答して
、１つ以上の画像を少なくとも１つのカメラから取得することと、
　前記１つ以上の画像を処理することと、
　前記少なくとも１つのカメラから取得される前記１つ以上の画像を処理することに基づ
いて、前記１つ以上の画像が前記１つ以上の物体のうちのどれもが生物学的にヒトではな
いことを確認する働きをしていないことを決定することと、
　前記１つ以上の画像が前記１つ以上の物体のうちのどれもが生物学的にヒトではないこ
とを確認する働きをしていないことを決定することに応答して、前記少なくとも１つのア
ンテナがＲＦ信号を伝送するための電力の最大レベルを調節することと
　を含む、方法。
（項目３５）
　前記少なくとも１つのカメラから取得される前記１つ以上の画像を処理することは、１
つ以上の画像認識プロセスを実施し、前記１つ以上の画像に示される特定の物体を識別す
ることを含む、項目３４に記載の方法。
（項目３６）
　前記１つ以上の画像が前記１つ以上の物体のうちのどれもが生物学的にヒトではないこ
とを確認する働きをしていないことを決定することは、前記少なくとも１つのカメラから
取得される前記１つ以上の画像を処理することに基づいて、前記コンピューティングデバ
イスが前記１つ以上の画像において示されていないと識別されることを決定することを含
む、項目３５に記載の方法。
（項目３７）
　前記１つ以上の画像が前記１つ以上の物体のうちのどれもが生物学的にヒトではないこ
とを確認する働きをしていないことを決定することは、
　前記少なくとも１つのカメラから取得される前記１つ以上の画像を処理することに基づ
いて、前記１つ以上の物体のうちの少なくとも１つがヒト身体またはその一部であると識
別されることを決定することを含む、項目３５に記載の方法。
（項目３８）
　前記１つ以上の画像が前記１つ以上の物体のうちのどれもが生物学的にヒトではないこ
とを確認する働きをしていないことを決定することは、
　前記少なくとも１つのカメラから取得される前記１つ以上の画像を処理することに基づ
いて、前記１つ以上の物体のうちの少なくとも１つが、識別不能であること、または前記
１つ以上の画像において示されていると識別されないことを決定することを含む、項目３
５に記載の方法。
（項目３９）
　前記少なくとも１つのセンサは、前記少なくとも１つのアンテナと前記コンピューティ
ングデバイスの前記環境内に位置している物理的物体との間の距離を監視するように構成
された近接センサを備えている、項目３４に記載の方法。
（項目４０）
　前記少なくとも１つのＲＦアンテナの現在の動作パラメータの下で、１つ以上の物体が
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１つ以上の閾値を超えるＲＦエネルギーのレベルにさらされているような様式において、
前記コンピューティングデバイスが前記コンピューティングデバイスの前記環境内に位置
している前記１つ以上の物体に対して位置付けられていることを前記少なくとも１つのセ
ンサから取得される前記出力データが示すことを決定することは、
　前記少なくとも１つのセンサから取得される前記出力データをルックアップテーブルに
対して評価することと、
　前記評価結果に基づいて、前記少なくとも１つのＲＦアンテナの現在の動作パラメータ
の下で、前記１つ以上の物体が１つ以上の閾値を超えるＲＦエネルギーのレベルにさらさ
れているように、前記コンピューティングデバイスが前記１つ以上の物体に十分に近接し
て位置付けられていることを決定することと
　を含む、項目３９に記載の方法。
（項目４１）
　前記少なくとも１つのセンサは、前記コンピューティングデバイスの前記環境に対する
前記コンピューティングデバイスの向きを監視するように構成された向きセンサをさらに
備えている、項目３９に記載の方法。
（項目４２）
　コンピューティングシステムであって、前記コンピューティングシステムは、
　物理的筐体構造と、
　複数の電子ハードウェアコンポーネントと
　を備え、
　前記複数の電子ハードウェアコンポーネントのうちの少なくとも一部は、前記物理的筐
体構造内に含まれるか、またはそれに取り付けられており、前記複数の電子ハードウェア
コンポーネントは、
　無線周波数（ＲＦ）信号を伝送するための少なくとも１つのアンテナと、
　前記物理的筐体構造の環境に対する前記少なくとも１つのアンテナの１つ以上の条件を
監視するように構成された少なくとも１つのセンサと、
　少なくとも１つのカメラと、
　前記少なくとも１つのアンテナ、前記少なくとも１つのセンサ、および前記少なくとも
１つのカメラに通信可能に結合された少なくとも１つのプロセッサと
　を備え、
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　前記少なくとも１つのセンサから出力データを取得することと、
　前記少なくとも１つのアンテナの現在の動作パラメータの下で、１つ以上の物体が１つ
以上の閾値を超えるＲＦエネルギーのレベルにさらされているような様式において、前記
物理的筐体構造が前記物理的筐体構造の前記環境内に位置している前記１つ以上の物体に
対して位置付けられていることを前記少なくとも１つのセンサから取得される出力データ
が示すかどうかを決定することと、
　前記少なくとも１つのアンテナの現在の動作パラメータの下で、前記１つ以上の物体が
１つ以上の閾値を超えるＲＦエネルギーのレベルにさらされていることを示すことを前記
少なくとも１つのセンサから取得される出力データが決定することに応答して、１つ以上
の画像を前記少なくとも１つのカメラから取得することと、
　前記少なくとも１つのカメラから取得される１つ以上の画像を処理し、前記１つ以上の
画像が前記１つ以上の物体のうちのどれもが生物学的にヒトではないことを確認する働き
をしているかどうかを決定することと、
　前記１つ以上の画像が前記１つ以上の物体のうちのどれもが生物学的にヒトではないこ
とを確認する働きをしているかどうかを決定することに基づいて、前記少なくとも１つの
アンテナがＲＦ信号を伝送するための電力の最大レベルを決定することと、
　前記決定された電力の最大レベル以下の電力のレベルでＲＦ信号を伝送するように前記
少なくとも１つのアンテナを制御することと
　を行うように構成されている、コンピューティングシステム。
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（項目４３）
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記物理的筐体構造内に含まれるか、またはそれ
に取り付けられた前記複数の電子ハードウェアコンポーネントのうちの前記一部に属さな
い、項目４２に記載のコンピューティングシステム。
（項目４４）
　前記少なくとも１つのカメラは、前記物理的筐体構造内に含まれるか、またはそれに取
り付けられた前記複数の電子ハードウェアコンポーネントのうちの前記一部に属さない、
項目４２に記載のコンピューティングシステム。
（項目４５）
　前記少なくとも１つのカメラは、前記物理的筐体構造から物理的に場所を移されたユー
ザデバイス内に含まれるか、またはそれに取り付けられている、項目４４に記載のコンピ
ューティングシステム。
（項目４６）
　前記ユーザデバイスは、ヘッドセットを備えている、項目４５に記載のコンピューティ
ングシステム。
（項目４７）
　前記ユーザデバイスは、ハンドヘルドコントローラを備えている、項目４５に記載のコ
ンピューティングシステム。
（項目４８）
　前記少なくとも１つのセンサは、前記物理的筐体構造の前記環境に対する前記少なくと
も１つのアンテナの１つ以上の条件を監視するように構成され、前記少なくとも１つのア
ンテナは、前記物理的筐体構造内に含まれるか、またはそれに取り付けられた前記複数の
電子ハードウェアコンポーネントのうちの前記一部に属する、項目４４に記載のコンピュ
ーティングシステム。
（項目４９）
　前記複数の電子ハードウェアコンポーネントは、前記少なくとも１つのプロセッサに通
信可能に結合された少なくとも１つのユーザインターフェースコンポーネントをさらに備
えている、項目４２に記載のコンピューティングシステム。
（項目５０）
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記１つ以上の画像が前記１つ以上の物体のうち
のどれもが生物学的にヒトではないことを確認する働きをしていないことを決定すること
に応答して、前記少なくとも１つのユーザインターフェースコンポーネントを通して出力
するための１つ以上のアラートを提供するようにはさらに構成されている、項目４２に記
載のコンピューティングシステム。
【００４６】
　本開示のこれらおよび他の特徴、側面、ならびに利点は、以下の説明、添付の請求項、
および付随の図面に関してより深く理解されるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００４７】
【図１Ａ】図１Ａは、本開示の少なくとも一実施形態による、比吸収率（ＳＡＲ）要件を
満たすように送信機出力電力（ＰＴＸ）を限定するために、ポータブルデバイスの送信機
アンテナのヒト身体への近接を決定するための開示されるシステムを示すブロック図であ
る。
【図１Ｂ】図１Ｂは、本開示の少なくとも一実施形態による、比吸収率（ＳＡＲ）要件を
満たすように送信機出力電力（ＰＴＸ）を限定するために、ポータブルデバイスの送信機
アンテナのヒト身体への近接を決定するための開示されるシステムを含む拡張現実システ
ムを示す略図である。
【図２】図２は、本開示の少なくとも一実施形態による、ＳＡＲ要件を満たすように送信
機出力電力（ＰＴＸ）を限定するために、ポータブルデバイスの送信機アンテナのヒト身
体への近接を決定するための開示される方法のためのフローチャートを示す略図である。
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【図３】図３は、本開示の少なくとも一実施形態による、ポータブルデバイスがヒト身体
上に位置しない場合における、ＳＡＲ要件を満たすように送信機出力電力（ＰＴＸ）を限
定するために、ポータブルデバイスの送信機アンテナのヒト身体への近接を決定するため
の開示されるシステムを示す略図である。
【図４】図４は、本開示の少なくとも一実施形態による、ポータブルデバイスがヒト身体
上に位置する場合における、ＳＡＲ要件を満たすように送信機出力電力（ＰＴＸ）を限定
するために、ポータブルデバイスの送信機アンテナのヒト身体への近接を決定するための
開示されるシステムを示す略図である。
【図５】図５は、本開示の少なくとも一実施形態による、ポータブルデバイスがヒト身体
上に位置しない場合における、ＳＡＲ要件を満たすように送信機出力電力（ＰＴＸ）を限
定するために、ポータブルデバイスの送信機アンテナのヒト身体への近接を決定するため
の開示されるシステムを示す略図である。
【図６】図６は、本開示の少なくとも一実施形態による、ポータブルデバイスがヒト身体
上に隣接して位置する場合における、ＳＡＲ要件を満たすように送信機出力電力（ＰＴＸ

）を限定するために、ポータブルデバイスの送信機アンテナのヒト身体への近接を決定す
るための開示されるシステムを示す略図である。
【図７】図７は、種々の実施形態が実装され得る、または実施形態を実行するために利用
され得るコンピューティング装置またはシステムのコンポーネントのブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００４８】
　本明細書に開示される方法および装置は、上で説明されるように、ポータブルデバイス
（例えば、伝送側デバイス）のヒト身体への近接に従って、送信機出力電力（ＰＴＸ）を
調節し、比吸収率（ＳＡＲ）要件に対して伝送可能性を最大化するための有効なシステム
を提供する。本開示のシステムは、無線ポータブルデバイスのリアルタイム画像感知およ
び画像認識能力を近接感知とともに使用し、ポータブルデバイスの無線周波数（ＲＦ）送
信機アンテナのヒト身体への物理的近接を正確に検出する方法を提供する。無線デバイス
の通常動作中、ユーザへのＳＡＲばく露を規制限界を下回るように保つために、ＲＦ送信
機出力電力レベルは、送信機アンテナがヒト身体に近接近する場合、その最大電力を下回
るように限定される必要があり得る。近接感知を補完するための画像認識の使用は、ＲＦ
送信機アンテナが、ヒト身体の近傍にあるか、または単に、ある他の任意の物体の近傍に
あるかどうかを区別するための強力な方法を提供する。システムが、ＲＦ送信機アンテナ
がヒト身体に近接していることを決定する場合、ＲＦ送信機電力は、ＳＡＲばく露のため
の規制限界を満たすために、その最大電力レベルを下回るレベルに限定されることができ
る。
【００４９】
　上で既に述べたように、一般大衆によって使用されるポータブルデバイスは、規制ＳＡ
Ｒコンプライアンス要件（例えば、連邦通信委員会（ＦＣＣ）第１５章－ＲＦばく露要件
参照）を満たす必要がある。ポータブルデバイスから（特に、デバイスのＲＦ送信機アン
テナから）のＲＦエネルギーへのユーザのばく露を規制閾値を下回るように限定する必要
性は、あるユースケースにおいて、送信機電力を最大送信機電力（ＰＭＡＸ）を下回るレ
ベル（ＰＳＡＲＭＡＸ）に限定する必要性を余儀なくさせ得る。ポータブルデバイスが他
のユースケースシナリオにおけるよりヒト身体に近くあり得る間、デバイスからのユーザ
へのＲＦばく露は、デバイスの送信機がその最大送信機電力で動作することを可能にする
場合、必須ＳＡＲばく露限界を超え得る。他方では、デバイスがヒト身体に近くない、ま
たはデバイスがコンプライアンス限界より大きいＳＡＲばく露を生じさせないように動作
させられている状況において、デバイスの送信機電力を不必要に削減することは、低減し
た無線リンク性能およびネットワーク範囲（例えば、セルラーネットワーク、無線ローカ
ルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）ネットワーク内等）をもたらすであろう。
【００５０】
　現在、いくつかの従来の方法は、ある他の主観的インジケータとともに近接センサを使
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用し、ＳＡＲばく露を低減させるために、ポータブルデバイス（例えば、伝送側デバイス
）の送信機電力をその最大電力より下に限定すべきかどうかを決定する。しかしながら、
これらの方法は、デバイスのＲＦ送信機アンテナのヒト身体への近接を正確に決定するた
めに、近接感知を補完するためのリアルタイム画像感知および画像／パターン認識を使用
しない。これらの方法は、デバイスがヒトではない物体に近接し得る状況においても送信
機電力を限定する傾向にあるという点で、過度に保守的であり得る。これは、これらの方
法がデバイスに近接した物体のタイプを正確に区別することができないからである。した
がって、これらの方法は、回避可能な状況において、無線ネットワーク範囲を不必要に限
定し、リンク性能を低下させ得る。
【００５１】
　したがって、送信機がＰＳＡＲＭＡＸを上回って動作する場合、ＲＦアンテナのヒト身
体への近接が規制限界を超えるＳＡＲばく露をもたらすユースケースにおいて、ＲＦ送信
機電力をＰＭＡＸ未満（＜）のレベルＰＳＡＲＭＡＸに限定する必要がある。加えて、最
大電力ＰＭＡＸで動作させる間、ＳＡＲばく露が規制限界を超えないユースケースにおい
て、ＲＦ送信機電力を最大電力（ＰＭＡＸ）より下に限定しないようにする必要がある。
【００５２】
　製品開発中、ＳＡＲは、通常、全てのユースケースに対して特性評価され、送信機がＳ
ＡＲ限界を超えずに安全に動作し得る最大電力レベル（ＰＳＡＲＭＡＸ）が決定されるこ
とに留意されたい。そして、課題は、デバイスが、ＳＡＲばく露要件を満たすために送信
機電力をＰＳＡＲＭＡＸ＜ＰＭＡＸに限定することを要求するユースケースにおいて動作
させられているかどうかをリアルタイムで検出する一方、同時に、デバイスが、ＳＡＲば
く露要件を満たすために送信機電力を限定することを要求しない方法で動作させられてい
るとき、送信機電力をＰＭＡＸより下に限定しないことである。
【００５３】
　本開示は、（ａ）１つ以上の画像センサと、（ｂ）１つ以上のＲＦ送信機アンテナおよ
び近接センサとを備えているシステムを提供する。システム内では、画像センサおよびポ
ータブルデバイスＲＦ送信機アンテナは、画像センサがその視野内のポータブルデバイス
ＲＦ送信機アンテナを検出可能であるような様式において配置される（例えば、それは、
画像センサとポータブルデバイスＲＦ送信機アンテナとを物理的に一緒に並べないことに
よって達成されることができる）。さらに、物体のポータブルデバイスへの近接を検出す
ることが可能な１つ以上のＲＦ送信機アンテナおよび少なくとも１つの近接センサ（例え
ば、光学センサ、容量タッチセンサ、機械的ボタン等）が、物理的に互いに近接して搭載
される。
【００５４】
　以下の説明では、多数の詳細が、システムのより完全な説明を提供するために記載され
る。しかしながら、開示されるシステムは、これらの具体的詳細を伴わずに実践され得る
ことが当業者に明白であろう。他の事例では、周知の特徴は、システムを不必要に曖昧に
しないように、詳細に説明されていない。
【００５５】
　本開示の実施形態は、機能および／または論理コンポーネント、および種々の処理ステ
ップの観点から本明細書に説明され得る。そのようなコンポーネントは、規定された機能
を実施するように構成される任意の数からのハードウェア、ソフトウェア、および／また
はファームウェアコンポーネントによって実現され得ることを理解されたい。例えば、本
開示の実施形態は、種々の集積回路コンポーネント（例えば、メモリ要素、デジタル信号
処理要素、論理要素、ルックアップテーブル等）を採用し得、それは、１つ以上のプロセ
ッサ、マイクロプロセッサ、または他の制御デバイスの制御下、種々の機能を行い得る。
加えて、当業者は、本開示の実施形態が、他のコンポーネントと併せて実践され得、本明
細書に説明されるシステムは、単に、本開示の一例示的実施形態であることを理解される
であろう。
【００５６】
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　簡潔にするために、ポータブルデバイスに関連する従来の技法およびコンポーネントお
よびシステムの他の機能側面（およびシステムの個々の動作コンポーネント）は、本明細
書に詳細に説明されないこともある。さらに、本明細書に含まれる種々の図に示される接
続線は、種々の要素間の例示的機能関係および／または物理的結合を表すように意図され
る。多くの代替または追加の機能関係もしくは物理的接続が、本開示のある実施形態では
存在し得ることに留意されたい。
【００５７】
　図１Ａは、本開示の少なくとも一実施形態による、比吸収率（ＳＡＲ）要件を満たすよ
うに送信機出力電力（ＰＴＸ）を限定するために、ポータブルデバイスの送信機アンテナ
のヒト身体への近接を決定するための開示されるシステムを示すブロック図１００Ａであ
る。この図では、２つの別個のポータブルデバイスコンポーネントが、示され、それらは
、ポータブルデバイスコンポーネントＡ（例えば、ユーザによって装着されるヘッドセッ
トの形態におけるユーザデバイス）１０５と、ポータブルデバイスコンポーネントＢ（例
えば、伝送側デバイス）１１０とである。ポータブルデバイスコンポーネントＡ　１０５
およびポータブルデバイスコンポーネントＢ　１１０は、無線および／または有線を介し
て、互いに通信可能に結合１１５されることに留意されたい。
【００５８】
　ポータブルデバイスコンポーネントＡ（例えば、ユーザデバイス）１０５は、頭部搭載
型ディスプレイであり得る。加えて、ポータブルデバイスコンポーネントＡ　１０５は、
画像感知システム１７０を含むように示される。画像感知システムは、１つ以上の画像セ
ンサ（例えば、画像を捕捉するためのカメラ）を備え得る。１つ以上の画像センサは、通
常のカメラのみならず、前方視赤外線（ＦＬＩＲ）カメラおよび他の赤外線カメラ等のサ
ーモグラフィ結像センサも含むことができる。画像センサ（例えば、カメラ）は、ポータ
ブルデバイスコンポーネントＡ　１０５に動作可能に結合される。
【００５９】
　ポータブルデバイスコンポーネントＢ（例えば、伝送側デバイス）１１０は、伝送アン
テナ１２０を含むように示される。伝送アンテナ１２０は、無線周波数（ＲＦ）信号を伝
送するＲＦアンテナであり得る。他の実施形態では、ポータブルデバイスコンポーネント
Ｂ　１１０は、２つ以上の図１Ａに示されるような伝送アンテナ１２０を含み得る。加え
て、種々の実施形態では、伝送アンテナ１２０は、ポータブルデバイスコンポーネントＢ
　１１０の内部および／または外部にあり得る。
【００６０】
　ポータブルデバイスコンポーネントＢ（例えば、伝送側デバイス）１１０は、例えば、
伝送アンテナ１２０を活用し、１つ以上の無線ネットワークを経由して、種々のコンピュ
ーティングデバイスと通信し得る。例えば、ポータブルデバイスコンポーネントＢ（例え
ば、伝送側デバイス）１１０は、そのクライアントとして１つ以上のサーバと通信するこ
と（直接または間接的に）、１つ以上のクラウドコンピューティングデバイスと通信する
こと（直接または間接的に）、１つ以上のウェブリソースにアクセスすること等を行うた
めに、伝送アンテナ１２０および他の無線通信コンポーネント類を使用し得る。ポータブ
ルデバイスコンポーネントＢ（例えば、伝送側デバイス）１１０は、ＢＬＵＥＴＯＯＴＨ
（登録商標）、ＷＩ－ＦＩ（登録商標）またはあるＩＥＥＥ８０２．１１準拠プロトコル
（例えば、ＩＥＥＥ８０２．１１ｎ、ＩＥＥＥ８０２．１１ａ／ｃ、ＷｉＧｉｇ　ＩＥＥ
Ｅ８０２．１１ａｄ、高効率無線（ＨＥＷ）８０２．１１ａｘ等）、ロングタームエボリ
ューション（ＬＴＥ）またはＬＴＥアドバンスト等の種々の無線通信プロトコルのいずれ
かに従って、無線通信をそのようなコンピューティングデバイスと確立し得る。
【００６１】
　ポータブルデバイスコンポーネントＢ（例えば、伝送側デバイス）１１０は、近接セン
サ１２５も含むように示される。他の実施形態では、ポータブルデバイスコンポーネント
Ｂ　１１０は、２つ以上の図１Ａに示されるような随意の二次センサ１２６等の近接セン
サ１２５を含み得る。種々の異なるタイプのセンサが、近接センサ１２５および二次セン
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サ１２６のために採用され得、限定ではないが、光学センサ（例えば、赤外線センサ、写
真電気センサ等）、容量タッチセンサ、誘導センサ、超音波センサ、レーダセンサ、およ
び／または機械的ボタンセンサを含むことに留意されたい。近接センサ１２５、およびい
くつかの実施形態では、二次センサ１２６は、近接センサ１２５および二次センサ１２６
が伝送アンテナ１２０と共同設置されるように、ポータブルデバイスコンポーネントＢ（
例えば、伝送側デバイス）１１０上および／または内に方略的に位置する。
【００６２】
　加えて、ポータブルデバイスコンポーネントＢ（例えば、伝送側デバイス）１１０は、
プロセッサ１３０も含むように示される。いくつかの実施形態では、プロセッサ１３０は
、ポータブルデバイスコンポーネントＡ（例えば、ユーザデバイス）１０５または別の代
替デバイス等のポータブルデバイスコンポーネントＢ（例えば、伝送側デバイス）１１０
以外のデバイスに位置することに留意されたい。プロセッサ１３０がポータブルデバイス
コンポーネントＢ（例えば、伝送側デバイス）１１０以外のデバイスに位置する実施形態
では、デバイス内に位置するプロセッサ１３０は、送信機出力電力（ＰＴＸ）の任意の必
要とされる調節に関する信号をポータブルデバイスコンポーネントＢ（例えば、伝送側デ
バイス）１１０に送信するであろう。
【００６３】
　図１Ａでは、プロセッサ１３０は、画像処理ユニット１３５と、センサ処理ユニット１
４０とを含むように示され、それらは、近接および画像検出のために使用される。センサ
処理ユニット１４０は、近接センサ１２５および二次センサ１２６に通信可能に結合され
、したがって、センサデータを受信するように構成される。センサ処理ユニット１４０は
、近接センサ１２５および二次センサ１２６から受信されたセンサデータを分析し、物体
がポータブルデバイスコンポーネントＢ　１１０に近接しているかどうかを決定する。い
くつかの例では、センサ処理ユニット１４０は、ポータブルデバイスコンポーネントＢ　
１１０が１つ以上の物体から閾値距離未満に位置付けられていることを決定することに応
答して、インタラプトを生成するように構成される。画像処理ユニット１３５は、画像感
知システム１７０からの画像を分析し、ポータブルデバイスコンポーネントＢ　１１０か
ら閾値距離未満に位置付けられている画像内の１つ以上の物体を認識または別様に識別す
る。いくつかの例では、画像処理ユニット１３５は、そのような動作をリアルタイムで実
施し得る。画像処理ユニット１３５は、画像認識ソフトウェアを利用し、それは、ポータ
ブルデバイスコンポーネントＢ　１１０の物理的筐体構造またはその一部に類似する物体
を認識または別様に識別するようにプログラムおよび／または訓練される。画像内のポー
タブルデバイスコンポーネントＢ　１１０を見つけることによって、画像処理ユニット１
３５は、近接センサ１２５に隣接する、および／またはそのごく近傍に位置付けられる１
つ以上の物体に対して、画像の他の部分を分析することができる。より具体的には、画像
処理ユニット１３５は、画像を分析し、ポータブルデバイスコンポーネントＢ　１１０に
近接した１つ以上の物体がヒトではないと認識または別様に識別されるかどうかを決定す
る。したがって、画像処理ユニット１３５は、種々の日常の物体（例えば、不動産の建築
的特徴、家庭内のアイテム、家具、電子デバイス、植物、生物、車両、目印等）ならびに
ヒト身体またはその解剖学的部分に類似する物体を認識するために、１つ以上の画像処理
技法を活用し得る。１つ以上の赤外線カメラ（例えば、前方視赤外線（ＦＬＩＲ）カメラ
）または他の熱結像センサが採用される実施形態に対して、画像処理ユニット１３５は、
ヒト身体の熱特徴のみならず、生物および無生物物体の熱特徴も認識するために、１つ以
上の画像処理技法を活用し得る。
【００６４】
　いくつかの実施形態では、１つ以上の機械学習技法が、画像処理ユニット１３５が、向
上した正確度を伴って、ポータブルデバイスコンポーネントＢ　１１０の少なくとも一部
がヒトではない物体に近接して位置付けられているシナリオと、ポータブルデバイスコン
ポーネントＢ　１１０の少なくとも一部がヒト物体に近接して位置付けられているシナリ
オとを含む種々のシナリオと互いに関係がある画像パターンを認識することを可能になる
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ように活用され得る。例えば、画像処理ユニット１３５は、ヒトではない物体およびヒト
物体の両方に近接して位置付けられたポータブルデバイスコンポーネントＢ　１１０また
は類似デバイスを示すいくつかの以前の画像を使用して事前に訓練された１つ以上の確率
論的統計モデル（例えば、ロジスティック回帰モデル、隠れマルコフモデル、決定ツリー
、人工ニューラルネットワーク、ベイズネットワーク、それらの組み合わせ等）を維持し
、または別様にそれへのアクセスを有し得る。事前に訓練されると、１つ以上の確率論的
統計モデルは、画像処理ユニット１３５が、システムの使用および／または環境に基づい
て、その画像認識能力を「微調整」または別様に細かく調整することを可能にするように
、ランタイム時に取得されたデータに基づいてさらに更新され得る。
【００６５】
　加えて、ポータブルデバイスコンポーネントＢ（例えば、伝送側デバイス）１１０は、
ベースバンドプロセッサ１５０を含むように示される。ベースバンドプロセッサ１５０は
、ＲＦ伝送コントローラ１５５と、ＳＡＲのための伝送電力低減ルックアップテーブル（
ＬＵＴ）１６０とを含む。ＲＦ伝送コントローラ１５５およびＳＡＲのための伝送電力低
減ＬＵＴ１６０は、送信機出力電力を調節するために使用される。より具体的には、ＳＡ
Ｒ　ＬＵＴ１６０は、以下に関連付けられたＳＡＲ閾値出力電力（ＰＳＡＲＭＡＸ）値に
関して有益であり得る：異なるヒト／アンテナ距離（例えば、近接センサ１２５および／
または二次センサ１２６によって測定され得るような）、デバイス向き（例えば、同様に
近接センサ１２５および／または二次センサ１２６によって測定され得るような）、ユー
スケース（例えば、ポータブルデバイスコンポーネントＢ　１１０がユーザの身体の異な
る部分に対して圧接されるシナリオ、ポータブルデバイスコンポーネントＢ　１１０がユ
ーザから変位されたテーブルまたは他の表面上に静置しているシナリオ等）、およびその
種々の順列。より具体的には、ＳＡＲ　ＬＵＴ１６０は、伝送アンテナ１２０が、ＲＦ信
号を最大送信機電力（ＰＭＡＸ）（すなわち、ポータブルデバイスコンポーネントＢ　１
１０が物理的に達成することが可能な最大ＲＦ伝送電力）で伝送することになる場合、ポ
ータブルデバイスコンポーネントＢ（例えば、伝送側デバイス）１１０が、仮説上、ＳＡ
Ｒへの準拠から外れる可能性がある種々の異なるシナリオの各々に関連付けられたＳＡＲ
閾値出力電力（ＰＳＡＲＭＡＸ）値を反映し得る。ＳＡＲ　ＬＵＴ１６０は、ポータブル
デバイスコンポーネントＢ（例えば、伝送側デバイス）１１０および／またはポータブル
デバイスコンポーネントＡ（例えば、ユーザデバイス）１０５の具体的特性に基づいて開
発された製品試験および／または１つ以上のモデルの結果を反映させ得る。いくつかの例
では、ＳＡＲ　ＬＵＴ１６０は、動作の過程全体を通してポータブルデバイスコンポーネ
ントＢ　１１０によって取得された測定値および他のデータを組み込むために、動的に経
時的に調節され得る。
【００６６】
　ＳＡＲ　ＬＵＴ１６０内に反映されたＳＡＲ閾値出力電力（ＰＳＡＲＭＡＸ）値は、基
準としての役割を果たし得、送信機出力電力（ＰＴＸ）（すなわち、任意の所与の時間に
おけるＲＦ伝送電力）および／または最大送信機電力（ＰＭＡＸ）（すなわち、ポータブ
ルデバイスコンポーネントＢ　１１０が達成することが可能な最大ＲＦ伝送電力）は、Ｐ

ＳＡＲＭＡＸに対して評価され得、それは、伝送アンテナ１２０がＲＦ信号を伝送し得る
電力の最大ＳＡＲ準拠レベルも反映し得る。したがって、センサデータ（例えば、近接セ
ンサ１２５および／または二次センサ１２６によって出力されたデータ）をＳＡＲ　ＬＵ
Ｔ１６０（または異なるシナリオ（例えば、伝送アンテナ１２０およびポータブルデバイ
スコンポーネントＢ　１１０の外部の１つ以上の物体を伴う）をＳＡＲ閾値出力電力（Ｐ

ＳＡＲＭＡＸ）値に効果的にマッピングするある他のモデル）に対して評価することによ
って、ポータブルデバイスコンポーネントＢ　１１０は、それが仮にＳＡＲ非準拠となり
得るイベントの発生を検出可能であり得る。現在の送信機出力電力（ＰＴＸ）（すなわち
、任意の所与の時間におけるＲＦ伝送電力）をそのような検出されたイベントに関連付け
られたＳＡＲ閾値出力電力（ＰＳＡＲＭＡＸ）値に対して評価することによって、ポータ
ブルデバイスコンポーネントＢ　１１０は、さらなるアクションが行われる必要があり得
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るかどうかをさらに決定し得る。ポータブルデバイスコンポーネントＢ（例えば、伝送側
デバイス）１１０は、ＲＦ電力増幅器１６０も含むように示される。ベースバンドプロセ
ッサ１５０は、信号をＲＦ電力増幅器１６０に送信し、伝送される信号の増幅の量を調節
し、それによって、送信機出力電力を調節する。
【００６７】
　開示されるシステムの動作中、ベースバンドプロセッサ１５０は、最初に、伝送アンテ
ナ１２０が活性であるかどうか（すなわち、伝送アンテナ１２０が信号を伝送しているか
どうか）を決定する。ベースバンドプロセッサ１５０が、伝送アンテナ１２０が活性では
ないことを決定する場合、ベースバンドプロセッサ１５０は、送信機出力電力（ＰＴＸ）
を調節しないであろう（すなわち、送信機出力電力は、限定されない）。
【００６８】
　しかしながら、ベースバンドプロセッサ１５０が、伝送アンテナ１２０が活性であるこ
とを決定する場合、近接センサ１２５、およびいくつかの実施形態では、二次センサ１２
６は、物体（図示せず）がポータブルデバイスコンポーネントＢ（例えば、伝送側デバイ
ス）１１０に近接しているかどうかを感知する。具体的には、近接センサ１２５および二
次センサ１２６は、物体（図示せず）が伝送アンテナ１２０に近接しているかどうかを感
知する。近接は、数センチメートル、数ミリメートル、またはポータブルデバイスコンポ
ーネントＢ（例えば、伝送側デバイス）１１０の物体への実際の接触に及ぶように定義さ
れ得る。いくつかの実施形態では、近接センサ１２５および／または二次センサ１２６は
、伝送アンテナ１２０とそのような物体との間の距離を測定する役割を果たす。さらに、
いくつかの例では、近接センサ１２５および／または二次センサ１２６は、ポータブルデ
バイスコンポーネントＢ　１１０の向きを監視する役割を果たし得る。そのような距離測
定および向きデータは、例えば、ポータブルデバイスコンポーネントＢ　１１０の具体的
ユースケースに関して有益であり得る。上で述べられたように、ＳＡＲ　ＬＵＴ１６０を
参照することによって、距離、向き、および／またはユースケースデータは、所与の時点
におけるポータブルデバイスコンポーネントＢ　１１０に適用可能であるＳＡＲ閾値出力
電力（ＰＳＡＲＭＡＸ）値を示すことができる。
【００６９】
　センサ処理ユニット１４０が、物体がポータブルデバイスコンポーネントＢ（例えば、
伝送側デバイス）１１０に近接していないことを決定する場合、ベースバンドプロセッサ
１５０は、ＰＴＸを調節しないであろう（すなわち、送信機出力電力は、限定されない）
。
【００７０】
　しかしながら、センサ処理ユニット１４０が、物体がポータブルデバイスコンポーネン
トＢ（例えば、伝送側デバイス）１１０に近接していることを決定する場合、ベースバン
ドプロセッサ１５０は、ＰＴＸがＳＡＲ閾値出力電力（ＰＳＡＲＭＡＸ）より大きいかど
うかを決定する。上で述べられたように、ＰＴＸが比較されるＳＡＲ閾値出力電力（ＰＳ

ＡＲＭＡＸ）値は、事実上、デバイス／ヒト距離、デバイス向き、および／またはユース
ケースの関数であり得る。したがって、ＰＴＸが比較されるＳＡＲ閾値出力電力（ＰＳＡ

ＲＭＡＸ）値は、センサ処理ユニット１４０が物体がポータブルデバイスコンポーネント
Ｂ（例えば、伝送側デバイス）１１０に近接していることを決定した場合、ＳＡＲ　ＬＵ
Ｔ１６０から選択されるか、または別様にＳＡＲ　ＬＵＴ１６０に示されるデータを使用
して決定され得る。近接センサ１２５および／または二次センサ１２６から取得されるデ
ータは、ＳＡＲ　ＬＵＴ１６０内のＳＡＲ閾値出力電力（ＰＳＡＲＭＡＸ）値の識別にお
いて、または現在適用可能なＳＡＲ閾値出力電力（ＰＳＡＲＭＡＸ）値を決定するための
他のプロセスにおいて活用され得るということになる。
【００７１】
　ベースバンドプロセッサ１５０が、ＰＴＸがＰＳＡＲＭＡＸより大きくないことを決定
する場合、プロセッサ１３０は、ヒト身体近接フラグが設定されているかどうかを決定す
る。プロセッサ１３０が、ヒト身体近接フラグが設定されなかったことを決定する場合、
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ベースバンドプロセッサ１５０は、ＰＴＸを調節しないであろう（すなわち、送信機出力
電力は、限定されない）。
【００７２】
　しかしながら、ベースバンドプロセッサ１５０が、ＰＴＸがＰＳＡＲＭＡＸより大きい
ことを決定する場合、システムの動作の実施は、所定の時間量（例えば、所定の秒数）だ
け遅らせられる。そして、プロセッサ１３０は、画像を画像感知システム（例えば、カメ
ラ）１７０から取得する。画像を取得後、プロセッサ１３０は、ヒト近接フラグをクリア
する。そして、画像処理ユニット１３５は、画像を分析し、ポータブルデバイスコンポー
ネントＢ（例えば、伝送側デバイス）１１０が画像感知システム１７０の視野（ＦＯＶ）
内にあるかどうかを決定する。画像処理ユニット１３５が、ポータブルデバイスコンポー
ネントＢ（例えば、伝送側デバイス）１１０が画像感知システム１７０のＦＯＶ内にない
ことを決定する場合、ベースバンドプロセッサ１５０は、ＰＴＸをＰＳＡＲＭＡＸ以下で
あるように調節する。
【００７３】
　しかしながら、画像処理ユニット１３５が、ポータブルデバイスコンポーネントＢ（例
えば、伝送側デバイス）１１０が画像感知システム１７０のＦＯＶ内にあることを決定す
る場合、画像処理ユニット１３５は、画像を分析し、ポータブルデバイスコンポーネント
Ｂ（例えば、伝送側デバイス）１１０がヒト身体に近接していないことが確認されること
ができるかどうか決定する（例えば、近接センサ１２５が伝送アンテナ１２０に近接した
ヒト以外のものを検出した結果として）。例えば、画像処理ユニット１３５は、画像内の
ヒトではない物体が近接センサ１２５によって最も容易に検出可能な位置においてポータ
ブルデバイスコンポーネントＢ　１１０に近接しているとして識別すること（例えば、１
つ以上の画像認識技法の適用を通して）、少なくとも部分的に画像に示されるヒト身体が
近接センサ１２５によって容易に検出可能ではない場所に位置付けられているとして識別
すること、および／または、少なくとも部分的に画像に示されるヒト身体がポータブルデ
バイスコンポーネントＢ　１１０から適正な距離に位置付けられているとして識別するこ
とによって、ポータブルデバイスコンポーネントＢ（例えば、伝送側デバイス）１１０が
ヒト身体に近接して位置していないことを効果的に確認し得る。画像処理ユニット１３５
が、ポータブルデバイスコンポーネントＢ（例えば、伝送側デバイス）１１０が実際にヒ
ト身体に近接していないことを決定する場合、ベースバンドプロセッサ１５０は、ＰＴＸ

を調節しないであろう（すなわち、送信機出力電力は、限定されない）。
【００７４】
　しかしながら、画像処理ユニット１３５が、ポータブルデバイスコンポーネントＢ（例
えば、伝送側デバイス）１１０がヒト身体に近接していないことを確認することができな
い場合、および／または、画像処理ユニット１３５が、ポータブルデバイスコンポーネン
トＢがヒト身体に近接していることを決定する場合、ベースバンドプロセッサ１５０は、
ＰＴＸをＰＳＡＲＭＡＸ以下であるように調節する。画像処理ユニット１３５が、ポータ
ブルデバイスコンポーネントＢ（例えば、伝送側デバイス）１１０がヒト身体に近接して
いないことを確認することができない場合にＰＴＸを低減させることは、近接したヒト身
体をＲＦエネルギーにさらす可能性を最小化する。次いで、開示されるシステムの動作は
、単に、繰り返される。
【００７５】
　いくつかの実施形態では、開示されるシステムは、拡張現実システムの少なくとも一部
として機能し得る。図１Ｂは、仮想コンテンツ（例えば、仮想物体、仮想ツール、および
他の仮想構築物、例えばアプリケーション、特徴、キャラクタ、テキスト、数字、および
他のシンボル）をユーザの視野内にレンダリングするように動作可能である拡張現実シス
テム１００Ｂを示す。拡張現実システム１００Ｂは、ポータブルデバイスコンポーネント
１０５および１１０も含み、それらは、この例では、それぞれ、ユーザデバイスおよび伝
送側デバイスの形態をとる。より具体的には、拡張現実システム１００Ｂのユーザデバイ
ス１０５（すなわち、ヘッドセット）は、仮想コンテンツをユーザの眼に送達する光学コ
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ンポーネント（例えば、ユーザの眼の正面に位置付けられる表示システムに結合されるフ
レーム構造）を含み得、拡張現実システム１００Ｂの伝送側デバイス１１０は、多数の処
理タスクを実施し、関連仮想コンテンツをユーザに提示する他の不可欠なコンポーネント
（例えば、処理コンポーネント、電力コンポーネント、メモリ等）を含み得る。
【００７６】
　ユーザデバイス１０５は、仮想現実コンテンツをユーザに表示するためのディスプレイ
等のユーザインターフェースコンポーネントも含み得る。ユーザインターフェースコンポ
ーネントは、ＬＥＤインジケータ、オーディオソース、振動デバイス等の触知フィードバ
ックデバイス等を含み得る。図１Ａを参照して上で述べられたように、ユーザデバイス１
０５は、１つ以上の画像センサを備えている画像感知システム１７０も含み得る。そのよ
うな画像センサは、通常のカメラのみならず、前方視赤外線（ＦＬＩＲ）カメラおよび他
の赤外線カメラ等のサーモグラフィ結像センサも含むことができる。いくつかの実施形態
では、ユーザデバイス１０５は、１つ以上のマイクロホン、慣性測定ユニット、加速度計
、コンパス、ＧＰＳユニット、無線デバイス、および／またはジャイロスコープをさらに
含み得る。
【００７７】
　伝送側デバイス１１０は、物理的筐体構造内に含まれる１つ以上のアンテナに隣接して
、伝送側デバイス１１０の物理的筐体構造の表面に位置付けられる少なくとも１つの近接
センサ１２５を含む。図１Ａを参照して上で述べられたように、少なくとも１つの近接セ
ンサ１２５は、少なくとも１つの近接センサ１２５から外部物体までの近似距離を決定す
るように構成され得る。いくつかの例では、少なくとも１つの近接センサ１２５は、少な
くとも１つの近接センサ１２５によって行われる測定が１つ以上のアンテナから１つ以上
の外部物体までの距離に関して有益であり得るように、伝送側デバイス１１０の１つ以上
のアンテナに対して既知のジオメトリーで配置され得る。
【００７８】
　ユーザデバイス１０５および伝送側デバイス１１０は、接続１１５（例えば、有線導線
接続、無線接続等）を経由して、動作可能および／または通信可能に結合され得る。例え
ば、伝送側デバイス１１０は、適切なコネクタを有するケーブル内の１つ以上のワイヤま
たは光ファイバを介して、ユーザデバイス１０５に動作可能または少なくとも通信可能に
テザリングされ得、ＵＳＢ（登録商標）、ＵＳＢ２（登録商標）、ＵＳＢ３（登録商標）
、Ｅｔｈｅｒｎｅｔ（登録商標）、Ｔｈｕｎｄｅｒｂｏｌｔ（登録商標）、およびＬｉｇ
ｈｔｎｉｎｇ（登録商標）プロトコル等の種々のテザリングプロトコルのいずれかに従っ
て通信し得る。代替として、または加えて、伝送側デバイス１１０は、ユーザデバイス１
０５に無線で通信可能に結合され得る。例えば、伝送側デバイス１１０およびユーザデバ
イス１０５の各々は、送信機、受信機、または送受信機（集合的に、無線）と、関連付け
られたアンテナとを含み、ポータブルデバイスコンポーネントＢ　１１０によって伝送ア
ンテナ１２０を使用して行われる通信を参照して上で説明される種々の無線通信プロトコ
ルのいずれかに従って、無線通信をそれらの間に確立し得る。いくつかの実施形態では、
ポータブルデバイスコンポーネントＢ　１１０は、コンポーネント１２０、１５０、１５
５、１６０、および１６５のうちの１つ以上のものを活用して、ポータブルデバイスコン
ポーネントＡ　１０５と通信し得る。
【００７９】
　このように動作可能および／または通信可能に結合されることを除き、ユーザデバイス
１０５および伝送側デバイス１１０は、拡張現実システム１００Ｂの物理的に分かれた、
および／または場所を移されたコンポーネントであると考えられ得る。したがって、ユー
ザデバイス１０５および伝送側デバイス１１０は、異なる場所に位置付けられ得る。例え
ば、ユーザデバイス１０５は、ユーザの頭部上に装着され得る一方、伝送側デバイス１１
０は、ベルト結合式構成においてユーザの腰部に除去可能に取り付けられ得る。他の例で
は、伝送側デバイス１１０は、ユーザの身体の別の部分に除去可能に取り付けられるユー
ザによって装着される衣類または他の付属品に除去可能に取り付けられるか、その中に位
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置するか、またはユーザの環境内の別の場所に位置付けられ得る。
【００８０】
　図２は、本開示の少なくとも一実施形態による、ＳＡＲ要件を満たすように送信機出力
電力（ＰＴＸ）を限定するために、ポータブルデバイスの送信機アンテナのヒト身体への
近接を決定するための開示される方法２００のためのフローチャートを示す略図である。
下記に説明される方法２００の動作のうちの１つ以上のものは、例えば、図１Ａおよび１
Ｂを参照して上で説明されるようなポータブルデバイスコンポーネントＢ　１１０のプロ
セッサ１３０および／またはベースバンドプロセッサ１５０によって実施され得る。いく
つかの例では、下記に説明される方法２００の動作のうちの１つ以上のものは、図１Ａお
よび１ＢのポータブルデバイスコンポーネントＢ　１１０に通信可能に結合された１つ以
上の他のコンピューティングデバイスによって実施され得る。
【００８１】
　方法２００の開始（２０５）時、伝送側デバイスのＲＦ伝送アンテナが活性（すなわち
、伝送中である）かどうか決定される（２１０）。ＲＦ伝送アンテナが活性ではないと決
定される場合（２１５）、ＰＴＸは、調節されない（すなわち、送信機出力電力は、限定
されない）（２９０）。次いで、方法は、開始（２０５）に戻る。
【００８２】
　しかしながら、ＲＦ伝送アンテナが活性であると決定される場合、伝送側デバイスに通
信可能に結合された近接センサ、およびいくつかの実施形態では、二次センサは、物体が
伝送側デバイスに近接しているかどうかを感知する（２２０）。近接センサ、およびいく
つかの実施形態では、二次センサが、物体が伝送側デバイスに近接していないことを決定
する場合、ＰＴＸは、調節されない（すなわち、送信機出力電力は、限定されない）（２
２５）。次いで、方法は、開始（２０５）に戻る。
【００８３】
　しかしながら、近接センサが、物体が伝送側デバイスに近接していることを決定する場
合、ＰＴＸがＳＡＲ閾値出力電力（ＰＳＡＲＭＡＸ）より大きいかどうか決定される（２
３０）。ＳＡＲ閾値出力電力（ＰＳＡＲＭＡＸ）は、図１Ａを参照して上で説明されるよ
うに、ＳＡＲ　ＬＵＴ１６０等のルックアップテーブルにアクセスすることによって、こ
の時点で決定され得る。ＰＴＸがＰＳＡＲＭＡＸより大きくないことが決定される場合、
ヒト身体近接フラグが設定されたかどうかが決定される（２３５）。ヒト身体近接フラグ
が設定されていないことが決定される場合（２４０）、ＰＴＸは、調節されない（すなわ
ち、送信機出力電力は、限定されない）（２９０）。次いで、方法は、開始（２０５）に
戻る。
【００８４】
　しかしながら、ヒト身体近接フラグが設定された（すなわち、方法２００の前の反復に
おいて、ＰＴＸがＰＳＡＲＭＡＸより大きいと決定された）ことが決定される場合、方法
２００の実施は、所定の時間量遅らせられる（２４５）。時間の遅延の目的は、ヒト身体
近接フラグが設定されている（すなわち、ヒト身体が検出されており、送信機出力電力が
ＰＳＡＲＭＡＸに限定されている）場合、デバイスの処理システムが画像認識のための頻
繁な要求を負担させられないことを確実にするためである。ヒト身体近接フラグが設定さ
れた後、「物体」への近接が検出される任意の後続ポーリング中、画像感知システムへの
要求は、処理電力を節約するために遅らせられる。送信機出力電力が、ＰＳＡＲＭＡＸ以
下であるように限定されているので、このシナリオでは、ＳＡＲばく露限界を超えるリス
クは、存在しない。代わりに、ＰＳＡＲＭＡＸ以下であるための送信機出力電力における
限界の除去は、近接した物体がヒト身体ではない場合、遅らせられる。
【００８５】
　追加されるべき時間の遅延量は、限定ではないが、信号条件（信号品質の変動）、静的
または動的ユーザ（ＲＦ送信機が運動中か、静止しているか）、バッテリ寿命（低下しつ
つあるとき、バッテリを保存する必要があるかどうか）、およびプロセッサタスク優先順
位（他の高優先順位タスクが起動中であるかどうか）を含むいくつかの要因に基づいて決
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定されることができる。時間の遅延は、高度に動的信号条件環境におけるミリ秒範囲から
、他のシナリオにおける数秒または数十秒まで変動し得る。遅延期間は、事前に決定され
得るか、または潜在的ＳＡＲコンプライアンス問題が検出されたかどうかおよび／または
問題の深刻度に応じて、リアルタイムで適応的に決定され得る。当業者は、リストアップ
された遅延の多くの変形例を理解するであろう。
【００８６】
　方法２００の実施が、所定の時間量遅らせられた後、画像が、画像感知システム（例え
ば、カメラ）から取得される（２５０）。画像を取得後、ヒト近接フラグは、クリアされ
る（２５５）。次いで、画像は、分析され、伝送側デバイスが画像感知システムの視野（
ＦＯＶ）内にあるかどうかを決定する（２６０）。伝送側デバイスが、画像感知システム
のＦＯＶ内にないことが決定される（例えば、伝送側デバイスが画像に示されていないと
認識される）場合、アンテナのＰＴＸは、ＰＳＡＲＭＡＸ以下であるように調節される（
２６５、２８５）。そうすることによって、方法２００は、ヒトへのＳＡＲばく露に関す
る保護に慎重過ぎるぐらい慎重になる。次いで、方法は、開始（２０５）に戻る。
【００８７】
　しかしながら、伝送側デバイスが、画像感知システムのＦＯＶ内で検出される（例えば
、伝送側デバイスが、１つ以上の画像認識技法を用いて、画像に示されると識別される）
場合、画像が、分析され、伝送側デバイスがヒト身体に近接していないことが確認される
ことができるかどうかを決定する（２７０）。伝送側デバイスがヒト身体に近接していな
いことが確認される場合（２７５）、ＰＴＸは、調節されない（すなわち、送信機出力電
力は、限定されない）（２９０）。そして、方法は、開始（２０５）に戻る。調節されて
いないＰＴＸを用いて動作する前に伝送側デバイスがヒト身体に近接していないことの確
認を要求することは、ＲＦエネルギーへのヒト身体のばく露を回避することによって、安
全性を最大化する。
【００８８】
　しかしながら、伝送側デバイスがヒト身体に近接していないことが確認されることがで
きない場合、ヒト身体近接フラグが、設定される（２８０）。ヒト身体近接フラグが設定
された後、アンテナのＰＴＸは、ＰＳＡＲＭＡＸ以下であるように調節される（２８５）
。次いで、方法は、開始（２０５）に戻る。
【００８９】
　別の実施形態では、システムは、ユーザが自身を伝送側デバイス１１０（例えば、図１
Ｂ参照）に対して再位置付けすることを要求するためのユーザフィードバック（例えば、
図１Ｂに示されるように、ヘッドセット１０５を通して）を提供し、システムがより高い
ＰＴＸで動作することを可能にすることができる。ユーザフィードバックは、ユーザが自
身を再位置付けすることを提案する視覚的またはオーディオ通知、プロンプト等の形態で
あり得る（例えば、「信号品質を改良するために、伝送側デバイスから離れてください」
）。別の例では、触知／触覚的フィードバックが、周辺デバイス（例えば、図５および６
に示されるようなトーテム３３０）を経由して提供され得る。さらに別の例では、伝送側
デバイス１１０内に格納される１つ以上のユーザインターフェースコンポーネント（例え
ば、スピーカ、ＬＥＤ等）が、活性化され得る。そのような実施形態は、特に、システム
が、特に弱いＷＩ－ＦＩ（登録商標）またはセルラー接続を用いて動作しているが、伝送
側デバイス１１０が、ユーザの身体にあまりに近接して位置付けられ、システムが適正な
通信を維持するために必要な伝送電力で動作することができない状況において有用であり
得る。
【００９０】
　図２に図示される具体的ステップは、ＳＡＲ要件を満たすたように送信機出力電力（Ｐ

ＴＸ）を限定するために、ポータブルデバイスの送信機アンテナのヒト身体への近接を決
定する特定の方法を提供することを理解されたい。ステップの他のシーケンスも、代替実
施形態に従って実施され得る。例えば、代替実施形態は、上で概略されたステップを異な
る順序で実施し得る。さらに、図２に図示される個々のステップは、個々のステップに対
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する必要に応じて、種々のシーケンスで実施され得る複数のサブステップを含み得る。さ
らに、追加のステップが、特定の用途に応じて、追加または除去され得る。そのようなス
テップの例は、図１Ａおよび１Ｂを参照して上で説明される１つ以上のシステムコンポー
ネントによって実行可能であるように上で説明される１つ以上の動作および／またはサブ
動作を含み得る。当業者は、多くの変形例、修正、および代替を認識するであろう。
【００９１】
　例えば、いくつかの実装では、方法２００は、以下のプロセスを表すと考えられ得る：
（ｉ）出力データを伝送側デバイスの少なくとも１つのセンサから取得すること（例えば
、２２０における方法２００の動作参照）、（ｉｉ）伝送側デバイスの少なくとも１つの
アンテナの現在の動作パラメータの下で、（ｉｉｉ）１つ以上の物体が１つ以上の閾値を
超えるＲＦエネルギーのレベルにさらされているような様式において、センサデータが、
伝送側デバイスが伝送側デバイスの環境内に位置している１つ以上の物体に対して位置付
けられていることを示すかどうかを決定すること（例えば、２２０、２２５、および／ま
たは２３０における方法２００の動作参照）、（ｉｖ）センサデータが、１つ以上の物体
が１つ以上の閾値を超えるＲＦエネルギーのレベルにさらされていることを示すことを決
定することに応答して、１つ以上の画像を少なくとも１つのカメラから取得すること（２
５０における方法２００の動作参照）、（ｖ）１つ以上の画像を処理し、１つ以上の画像
が、１つ以上の物体のうちのどれもが生物学的にヒトではないことを確認する働きをして
いるかどうかを決定すること（例えば、２６０、２６５、２７０、および／または２７５
における方法２００の動作参照）、（ｖｉ）処理に基づいて、少なくとも１つのアンテナ
がＲＦ信号を伝送する最大レベルの電力を決定すること（例えば、２８５または２９０に
おける方法２００の動作参照）、および、（ｖｉｉ）少なくとも１つのアンテナを制御し
、決定された電力の最大レベル以下の電力のレベルでＲＦ信号を伝送すること（例えば、
２８５または２９０における方法２００の動作参照）。いくつかの実施形態では、そのよ
うな動作は、コンピューティングシステム内で実行され得る。コンピューティングシステ
ムは、物理的筐体構造と、その少なくとも一部が、物理的筐体構造内に含まれるか、また
はそれに取り付けられた複数の電子ハードウェアコンポーネントとを含み得る。例えば、
複数のハードウェアコンポーネントは、少なくとも１つのＲＦアンテナと、物理的筐体構
造の環境に対して少なくとも１つのアンテナの１つ以上の条件を監視するように構成され
た少なくとも１つのセンサと、少なくとも１つのカメラと、少なくとも１つのプロセッサ
とを含み得る。少なくとも１つのプロセッサは、例えば、少なくとも１つのアンテナ、少
なくとも１つのセンサ、および少なくとも１つのカメラに通信可能に結合され得る。した
がって、いくつかの例では、少なくとも１つのプロセッサは、上で説明される動作（ｉ）
－（ｖｉｉ）の一部または全部を実行し得る。
【００９２】
　図３は、本開示の少なくとも一実施形態による、ポータブルデバイス（例えば、伝送側
デバイス）１１０がヒト身体上に位置しない場合における、ＳＡＲ要件を満たすように送
信機出力電力（ＰＴＸ）を限定するために、ポータブルデバイスの送信機アンテナのヒト
身体への近接を決定するための開示されるシステムを示す略図３００である。この図では
、ユーザ３１０は、頭部搭載型ディスプレイデバイスの形態におけるポータブルデバイス
コンポーネントＡ（例えば、ユーザデバイス）１０５を装着しているように示され、ポー
タブルデバイスコンポーネントＢ（例えば、伝送側デバイス）１１０は、テーブル３２０
上にあるように示される。
【００９３】
　この図の例では、ポータブルデバイスコンポーネントＢ（例えば、伝送側デバイス）１
１０は、ポータブルデバイスコンポーネントＢ（例えば、伝送側デバイス）１１０がポー
タブルデバイスコンポーネントＡ（例えば、ユーザデバイス）１０５の視野（ＦＯＶ）内
にあることを決定する。次いで、ポータブルデバイスコンポーネントＢ（例えば、伝送側
デバイス）１１０は、ポータブルデバイスコンポーネントＢ（例えば、伝送側デバイス）
１１０がヒト身体に近接していない（すなわち、ポータブルデバイスコンポーネントＢ（
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例えば、伝送側デバイス）１１０が、代わりに、テーブル３２０に近接している）ことを
決定する。したがって、ポータブルデバイスコンポーネントＢ（例えば、伝送側デバイス
）１１０は、ＰＴＸを調節しないであろう（すなわち、送信機出力電力は、限定されない
であろう）。
【００９４】
　図４は、本開示の少なくとも一実施形態による、ポータブルデバイス（例えば、伝送側
デバイス１１０）がヒト身体上に位置する場合における、ＳＡＲ要件を満たすように送信
機出力電力（ＰＴＸ）を限定するために、ポータブルデバイスの送信機アンテナのヒト身
体への近接を決定するための開示されるシステムを示す略図４００である。この図では、
ユーザ３１０は、頭部搭載型ディスプレイデバイスの形態におけるポータブルデバイスコ
ンポーネントＡ（例えば、ユーザデバイス）１０５を装着しているように示され、ポータ
ブルデバイスコンポーネントＢ（例えば、伝送側デバイス）１１０は、ユーザ３１０の膝
の上にあるように示される。
【００９５】
　この図の例では、ポータブルデバイスコンポーネントＢ（例えば、伝送側デバイス）１
１０は、ポータブルデバイスコンポーネントＢ（例えば、伝送側デバイス）１１０がポー
タブルデバイスコンポーネントＡ（例えば、ユーザデバイス）１０５の視野（ＦＯＶ）内
にあることを決定する。次いで、ポータブルデバイスコンポーネントＢ（例えば、伝送側
デバイス）１１０は、ポータブルデバイスコンポーネントＢ（例えば、伝送側デバイス）
１１０がヒト身体に近接している（すなわち、ポータブルデバイスコンポーネントＢ（例
えば、伝送側デバイス）１１０がユーザ３１０に近接している）ことを決定する。したが
って、ポータブルデバイスコンポーネントＢ（例えば、伝送側デバイス）１１０は、ＰＴ

ＸをＰＳＡＲＭＡＸ以下であるように調節するであろう。
【００９６】
　図５は、本開示の少なくとも一実施形態による、ポータブルデバイス（例えば、伝送側
デバイス）１１０がヒト身体上に位置しない場合における、ＳＡＲ要件を満たすように送
信機出力電力（ＰＴＸ）を限定するために、ポータブルデバイスの送信機アンテナのヒト
身体への近接を決定するための開示されるシステムを描写する。この図では、ユーザ３１
０は、頭部搭載型ディスプレイデバイス（例えば、ヘッドセット）の形態における、ポー
タブルデバイスコンポーネントＡ（例えば、ユーザデバイス）１０５を装着しているよう
に示され、ポータブルデバイスコンポーネントＢ（例えば、伝送側デバイス）１１０は、
テーブル３２０上にあるように示される。
【００９７】
　この図の例では、ポータブルデバイスコンポーネントＢ（例えば、伝送側デバイス）１
１０は、ポータブルデバイスコンポーネントＢ（例えば、伝送側デバイス）１１０がポー
タブルデバイスコンポーネントＡ（例えば、ユーザデバイス）１０５の視野（ＦＯＶ）内
にあることを決定する。そして、ポータブルデバイスコンポーネントＢ（例えば、伝送側
デバイス）１１０は、ポータブルデバイスコンポーネントＢ（例えば、伝送側デバイス）
１１０がヒト身体に近接していないことを決定する。ポータブルデバイスコンポーネント
Ｂ（例えば、伝送側デバイス）１１０は、ポータブルデバイスコンポーネントＢ（例えば
、伝送側デバイス）１１０が、代わりに、ソーダ缶（すなわち、ヒト身体ではない）に近
接していることを決定する。ポータブルデバイスコンポーネントＢ（例えば、伝送側デバ
イス）１１０がヒト身体に近接していないことが確認されると、ポータブルデバイスコン
ポーネントＢ（例えば、伝送側デバイス）１１０は、ＰＴＸを調節しないであろう（すな
わち、送信機出力電力は、限定されないであろう）（例えば、図２における２７０および
２７５参照）。いくつかの実施形態では、ポータブルデバイスコンポーネントＢ（例えば
、伝送側デバイス）１１０に近接した物体を認識するための画像を入手するために使用さ
れる結像センサは、システム内のトーテムコントローラ３３０の一部であり得る。
【００９８】
　図６は、本開示の少なくとも一実施形態による、ポータブルデバイス（例えば、伝送側
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デバイス）１１０がヒト身体に隣接して位置する場合における、ＳＡＲ要件を満たすよう
に送信機出力電力（ＰＴＸ）を限定するために、ポータブルデバイスの送信機アンテナの
ヒト身体への近接を決定するための開示されるシステムを描写する。この図では、ユーザ
３１０は、頭部搭載型ディスプレイデバイス（例えば、ヘッドセット）の形態におけるポ
ータブルデバイスコンポーネントＡ（例えば、ユーザデバイス）１０５を装着しているよ
うに示され、ポータブルデバイスコンポーネントＢ（例えば、伝送側デバイス）１１０は
、テーブル３２０上にあるように示される。
【００９９】
　この図の例では、ポータブルデバイスコンポーネントＢ（例えば、伝送側デバイス）１
１０は、ポータブルデバイスコンポーネントＢ（例えば、伝送側デバイス）１１０が物体
に近接していることを決定する。しかしながら、ポータブルデバイスコンポーネントＢ（
例えば、伝送側デバイス）１１０は、ポータブルデバイスコンポーネントＢ（例えば、伝
送側デバイス）１１０をユーザデバイス１０５の結像センサによって捕捉された１つ以上
の画像内で識別できない。その結果、ＰＴＸは、ＰＳＡＲＭＡＸ未満に調節される（例え
ば、図２における２７０、２８０、および２８５参照）。この特定の実施形態では、ポー
タブルデバイスコンポーネントＢ（例えば、伝送側デバイス）１１０は、ユーザ３１０に
隣接し、ＰＴＸを低減させ、ユーザをＲＦエネルギーへのばく露から保護する。
【０１００】
　主に、拡張現実、複合現実、および仮想現実システムのコンテキストにおいて説明され
るが、本明細書に説明されるシステムおよび技法は、他の設定において活用される他のタ
イプのデバイスを伴うシステム、他のタイプの動作を実行するシステム、またはそれらの
組み合わせにおけるシステムに適用され得ることを理解されたい。例えば、本明細書に説
明される技法は、スマートフォン、スマート車両、タブレット、ラップトップ、スマート
ウォッチ、スマート衣類／織物および他のウェアラブルデバイス、ドングル、デスクトッ
プコンピュータ、家電等を伴うシステムおよびシナリオに適用され得る。いくつかの実施
形態では、本明細書に説明されるシステムおよび技法のうちの１つ以上のものは、特定の
コンピューティングシステムに適用され、特定のコンピューティングシステムの外部の１
つ以上のデバイスにおいて生じる潜在的ＳＡＲコンプライアンス問題を検出し、識別し、
および／またはそれに対処し得る。例えば、本明細書に説明されるシステムおよび技法の
うちの１つ以上のものは、モバイルコンピューティングデバイスが、無線通信能力を装備
する近傍のスマート家電内で生じ得る潜在的ＳＡＲコンプライアンス問題の検出、識別、
および／または修正を促進することを可能にするために、モバイルコンピューティングデ
バイスに適用され得る。
【０１０１】
　図７は、種々の実施形態が実装され得る、または実施形態を実行するために利用され得
るコンピューティング装置またはシステムのコンポーネントのブロック図７００である。
図７は、概して、実施形態を実行するために利用され得、メモリ７１０、プログラム（例
えば、画像処理プログラム、近接センサ処理プログラム、および／または送信機出力電力
調節プログラム）７１２、プログラム７１２を実行するためのプロセッサまたはコントロ
ーラ（例えば、図１ＡのポータブルデバイスコンポーネントＡ　１０５、プロセッサ１３
０、および／またはベースバンドプロセッサ１５０の処理コンポーネント類）７２０、デ
ータを記憶するためのデータベース７５０（例えば、画像、近接センサデータ、および／
または図１ＡのＳＡＲ　ＬＵＴに関する伝送電力低減１６０）、ネットワークインターフ
ェース７３０（例えば、図１Ａのベースバンドプロセッサ１５０、ＲＦ伝送コントローラ
１５５、ＲＦ電力増幅器１６５、伝送アンテナ１２０、および／またはそのようなコンポ
ーネント間のネットワークまたは相互接続７４０と通信するための他のハードウェア）を
含むコンピューティングデバイス７００（例えば、図１Ａまたは１Ｂのポータブルデバイ
スコンポーネントＡ（例えば、ユーザデバイス）１０５および／またはポータブルデバイ
スコンポーネントＢ（例えば、伝送側デバイス）１１０）のコンポーネントを図示する。
メモリ７１０は、キャッシュ、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＳＲＡＭ、ＤＲＡＭ、ＲＤＲＡＭ、ＥＥ
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ＰＲＯＭ、およびデータを記憶することが可能な他のタイプの揮発性または不揮発性メモ
リのうちの１つ以上のものであるか、またはそれを含み得る。プロセッサユニット７２０
は、複数のプロセッサ、単一スレッドプロセッサ、マルチスレッドプロセッサ、マルチコ
アプロセッサ、またはデータを処理することが可能な他のタイプのプロセッサであるか、
またはそれを含み得る。特定のシステムコンポーネント（例えば、コンポーネントがコン
ピュータまたはハンドヘルドモバイル通信デバイスであるかどうか）に応じて、相互接続
７４０は、システムバス、ＬＤＴ、ＰＣＩ、ＩＳＡ、または他のタイプのバスを含み得、
通信またはネットワークインターフェースは、例えば、Ｅｔｈｅｒｎｅｔ（登録商標）イ
ンターフェース、フレーム中継インターフェース、または他のインターフェースであり得
る。ネットワークインターフェース７３０は、システムコンポーネントが、図１Ａおよび
１Ｂを参照して上で説明されるもののうちの１つ以上のもの等の無線または種々の他のネ
ットワークであり得るネットワークを横断して、他のシステムコンポーネントと通信する
ことを可能にするように構成され得る。コンピューティングデバイス７００の１つ以上の
コンポーネントは、遠隔に位置し、ネットワークを介してアクセスされ得ることに留意さ
れたい。故に、図７に提供されるシステム構成は、概して、実施形態が構成および実装さ
れ得る方法を図示するために提供される。
【０１０２】
　方法実施形態は、コンピュータ読み取り可能な媒体またはキャリア、例えば、コンピュ
ータに接続される固定および／または取り外し可能なデータ記憶データデバイスおよび／
またはデータ通信デバイスのうちの１つ以上のものにおいても具現化されるか、またはそ
れから読み取り可能であり得る。キャリアは、例えば、磁気記憶媒体、光学記憶媒体、お
よび磁気光学記憶媒体であり得る。キャリアの例として、限定ではないが、フロッピー（
登録商標）ディスケット、メモリスティック、またはフラッシュドライブ、ＣＤ－Ｒ、Ｃ
Ｄ－ＲＷ、ＣＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤ－Ｒ、ＤＶＤ－ＲＷ、またはデータを記憶することが可
能な現在既知または後に開発される他のキャリアが挙げられる。プロセッサ７２０は、メ
モリ７１０内にあり、および／またはキャリア上に具現化されるプログラム命令７１２を
実行し、方法実施形態を実装する。さらに、実施形態は、携帯電話またはスマートフォン
等のモバイル通信デバイス上に常駐し、および／またはその上で実行され得る。
【０１０３】
　特定の実施形態が、図示および説明されたが、上記の議論は、これらの実施形態の範囲
を限定することを意図するものではないことを理解されたい。実施形態および多くの側面
の変形例が、本明細書に開示および説明されたが、そのような開示は、説明の目的および
例証のみのために提供される。したがって、種々の変更および修正が、請求項の範囲から
逸脱することなく行われ得る。
【０１０４】
　さらなる例として、実施形態は、各々が独立型アプリケーションであり得る１つ以上の
プログラムを含み得るか、または別のシステムまたはプログラムの一部である画像処理プ
ログラムまたはアルゴリズム、近接センサ処理プログラムまたはアルゴリズム、および／
または送信機出力電力調節プログラムまたはアルゴリズムを伴い得る。
【０１０５】
　上で説明される方法が、あるイベントがある順序で生じることを示す場合、本開示の利
点を有する当業者は、順序が修正され得、そのような修正が本開示の変形例によるもので
あることを認識するであろう。加えて、方法の一部は、可能であるとき、並行プロセスに
おいて並行して実施され得、かつ連続して実施され得る。加えて、方法のより多くの部分
またはより少ない部分が、実施され得る。
【０１０６】
　故に、実施形態は、請求項の範囲内にあり得る代替、修正、および均等物を例示するよ
うに意図される。
【０１０７】
　ある例証的実施形態および方法が、本明細書に開示されたが、前述の開示から、そのよ
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うな実施形態および方法の変形例および修正が開示される技術の真の精神および範囲から
逸脱することなく行われることができることが当業者に明白であり得る。開示される技術
の多くの他の例が、存在し、それぞれ、詳細の観点においてのみ、その他と異なる。故に
、開示される技術は、添付の請求項ならびに適用可能法の規則および原理によって要求さ
れる程度までのみ限定されるものとすることが意図される。

【図１Ａ】 【図１Ｂ】



(31) JP 6868695 B2 2021.5.12

【図２】 【図３】

【図４】 【図５】



(32) JP 6868695 B2 2021.5.12
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